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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
は
短

い
。
そ
の
貴
重
な
季
節
を
満
喫

す
る
な
ら
、
都
会
の
喧
騒
を
離

れ
て
自
然
の
中
で
過
ご
す
キ
ャ

ン
プ
が
お
す
す
め
だ
。
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と

は
一
味
違
う
、
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
る
時
間
を
味
わ
え
る
。
テ
ン

ト
設
営
が
苦
手
な
人
は
、
予
め

テ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
た
サ
イ
ト

を
利
用
す
れ
ば
、
気
軽
に
ア
ウ

ト
ド
ア
気
分
を
楽
し
め
る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

車
で
約
2
時
間
、
ス
ワ
ン
レ
イ

ク
近
郊
に
あ
る
「
ビ
ー
バ
ー
ウ

ッ
ド
・
フ
ァ
ー
ム
」
＝
写
真
＝

は
、
15
エ
ー
カ
ー
の
農
場
を
活

用
し
た
大
人
限
定
の
キ
ャ
ン
プ

場
。
区
画
ご
と
の
サ
イ
ト
は
設

け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
温
水
シ

ャ
ワ
ー
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
テ
ー
ブ

ル
、
焚
き
火
ス
ペ
ー
ス
が
整
備

さ
れ
、
薪
は
1
束
20
ド
ル
で
購

入
で
き
る
。
予
約
者
に
は
、
農

場
案
内
に
加
え
、
近
隣
の
ウ
ォ

ル
ナ
ッ
ト
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
渓
谷
の
穴

場
の
水
遊
び
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

周
辺
の
見
ど
こ
ろ
を
ま
と
め
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
が
提
供
さ

れ
る
の
も
魅
力
だ
。
動
物
を
追

い
回
さ
な
い
し
つ
け
が
で
き
た

犬
は
同
伴
可
能
だ
が
、
16
歳
以

下
の
子
ど
も
は
利
用
で
き
な

い
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
。
料
金

は
1
泊
30
ド
ル
か
ら
。
車
が
な

く
て
も
運
転
免
許
が
あ
れ
ば
レ

ン
タ
カ
ー
で
気
軽
に
行
け
る
。

週
末
の
一
泊
キ
ャ
ン
プ
な
ら
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
収
ま

り
、
静
か
な
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

み
た
い
大
人
に
は
ぴ
っ
た
り
の

レ
ジ
ャ
ー
だ
。

（
Ｎ
Ｙ
郊
外
の
夏
の
キ
ャ
ン
プ

場
ガ
イ
ド
関
連
記
事
9
面
に
）

夏
こ
そ
！

キ
ャ
ン
プ

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
、
国

外
退
去
命
令
に
従
わ
ず
米
国

内
に
と
ど
ま
る
一
部
の
移
民

に
対
し
、
１
日
９
９
８
ド
ル

（
約
16
万
３
千
円
）
の
民
事
制

裁
金
を
科
し
、「
自
主
出
国
」

を
迫
っ
て
い
る
。
国
土
安
全

保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
に
よ
る

と
、
２
０
２
５
年
１
月
の
政
権

発
足
後
、
10
万
３
0
０
０
件

を
超
す
通
知
を
出
し
、
請
求

総
額
は
８
４
０
億
ド
ル
（
約

13
兆
７
５
０
０
億
円
）
以

上
。
法
律
上
５
年
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
れ
ば
、
１
人
当
た

り
約
１
８
２
万
ド
ル
（
約

２
億
９
８
０
０
万
円
）
に
達
す

る
。

　

７
月
24
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
る
と
通

知
に
は
短
い
異
議
申
し
立
て
期

限
が
設
け
ら
れ
、
支
払
わ
な
け

れ
ば
民
間
回
収
会
社
へ
の
移

管
、信
用
情
報
機
関
へ
の
報
告
、

給
与
差
し
押
さ
え
、
税
還
付
金

の
没
収
、
連
邦
訴
訟
な
ど
の
可

能
性
が
示
さ
れ
る
。
メ
キ
シ
コ

出
身
で
米
国
に
17
年
間
暮
ら

し
、
人
道
ビ
ザ
を
申
請
中
の
女

性
に
は
約
１
８
２
万
ド
ル
（
約

２
億
９
８
０
０
万
円
）
が
請
求

さ
れ
た
。
封
筒
に
は
、
政
府
の

「
Ｃ
Ｂ
Ｐ
ホ
ー
ム
」
ア
プ
リ
を

使
っ
て
自
ら
出
国
す
れ
ば
制
裁

金
を
免
除
す
る
と
の
案
内
も
同

封
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
米
軍
人
と
結
婚

し
、
米
国
生
ま
れ
の
子
ど
も
４

人
を
育
て
る
ト
ー
ゴ
出
身
女

性
は
１
３
０
万
ド
ル
超
（
約

２
億
１
３
０
０
万
円
）
を
請

求
さ
れ
、
夫
婦
の
税
還
付

金
１
万
６
６
２
ド
ル
（
約

１
７
４
万
円
）
が
差
し
押
さ
え

ら
れ
た
と
い
う
。
移
民
側
の
弁

護
士
や
支
援
団
体
は
、
在
留
資

格
取
得
の
手
続
き
中
の
人
や
、

当
局
が
退
去
を
一
時
停
止
し
た

人
ま
で
対
象
に
な
る
例
が
あ
る

と
し
て
、
適
正
手
続
き
や
「
過

大
な
罰
金
」
を
禁
じ
る
合
衆
国

憲
法
修
正
８
条
に
反
す
る
と
提

訴
し
て
い
る
。

　

制
度
自
体
は
１
９
９
６
年
の

週
末
に
喧
騒
逃
れ
て

Photo courtesy Beaver wood farm：www.instagram.com/beaverwoodfarmers/

移
民
法
で
認
め
ら
れ
た
が
、
実

際
の
大
規
模
運
用
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
初
め
て
。
バ
イ
デ
ン
前

政
権
は
い
っ
た
ん
撤
回
し
た

が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
再
就
任
初

日
に
復
活
さ
せ
た
。
政
府
は
、

別
の
救
済
措
置
を
申
請
中
で
も

退
去
命
令
違
反
の
責
任
は
消
え

な
い
と
主
張
。
Ｄ
Ｈ
Ｓ
は
７
月

16
日
ま
で
に
１
２
０
万
ド
ル

（
約
１
億
９
６
０
０
万
円
）
超

を
回
収
し
て
お
り
、
強
制
送
還

と
は
別
の
経
済
的
圧
力
と
し
て

運
用
を
強
め
て
い
る
。

一
部
移
民
に
巨
額
制
裁
金

ト
ラ
ン
プ
政
権
、
自
主
出
国
へ
経
済
的
圧
力

　

ロ
シ
ア
軍
情
報
機
関
「
Ｇ
Ｒ

Ｕ
」
の
工
作
員
と
さ
れ
る
ロ
シ

ア
人
男
性
が
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
７
月
12
日
付
の
調
査

報
道
で
身
元
や
活
動
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
後
、
日
本
を
出
国
し

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
７
月
23

日
に
読
売
新
聞
が
公
安
関
係
者

へ
の
取
材
で
判
明
し
た
と
し
て

最
初
に
報
じ
、
毎
日
新
聞
や
時

事
通
信
な
ど
が
続
い
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
同
日
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
報
当
局
の
高
官

が
こ
の
ロ
シ
ア
人
男
性
の
出
国

を
確
認
し
た
と
伝
え
た
。

　

出
国
し
た
の
は
マ
ク
シ
ム
・

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
ビ
ッ
チ
・
フ
ィ

ル
チ
ェ
ン
コ
フ
氏
（
49
）。
ロ

シ
ア
国
営
航
空
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー

ト
の
東
京
事
務
所
職
員
を
装

い
、
日
本
企
業
の
物
流
関
係
者

ら
と
接
触
。
日
本
製
の
先
端
技

術
や
軍
事
転
用
可
能
な
部
品
を

ロ
シ
ア
へ
の
直
接
輸
出
す
る
こ

と
は
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、

第
三
国
を
経
由
し
て
運
ぶ
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
関

与
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
が
12
日

に
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
報
じ

た
後
に
出
国
し
た
と
い
う
。

　

フ
ィ
ル
チ
ェ
ン
コ
フ
氏
は
、

外
交
官
や
民
間
企
業
関
係
者
を

装
い
、
軍
事
技
術
の
購
入
や
窃

取
、
ロ
シ
ア
へ
の
密
輸
を
担
う

Ｇ
Ｒ
Ｕ
の
秘
密
部
門「
第
20
局
」

に
所
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
ロ
シ
ア

軍
の
ミ
サ
イ
ル
や
無
人
機
の
約

90
％
に
日
本
製
部
品
が
含
ま
れ

て
い
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

セ
ル
ギ
ー
・
コ
ル
ス
ン
ス
キ

ー
前
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

は
、
日
本
の
技
術
が
ロ
シ
ア
兵

器
に
使
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、

日
本
政
府
に
供
給
経
路
の
遮
断

を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
と
説

明
。
２
０
２
１
年
ご
ろ
か
ら
ロ

シ
ア
側
が
日
本
製
品
を
大
量
に

買
い
集
め
て
い
た
と
も
指
摘
し

た
。
木
原
稔
官
房
長
官
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
最
初

の
報
道
後
の
13
日
、
記
事
に
つ

い
て
直
接
触
れ
る
こ
と
は
避
け

た
が
、
外
国
に
よ
る
諜
報
活
動

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
一
層

厳
格
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。
日
本
政
府
は
７
月

24
日
の
閣
議
で
、
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
（
情
報
活
動
）
機
能
を

一
元
化
し
て
強
化
す
る
た
め
の

「
国
家
情
報
局
」
を
７
月
31
日

に
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
、
ス

パ
イ
活
動
を
防
ぐ
た
め
の
本
格

的
な
法
整
備
の
検
討
が
始
ま
っ

て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
、
日
本
か
ら
出
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
報
道
後

ビーバーウッド・ファーム・キャンプ場
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第
16
回
「
盆
踊
り
平
和
祭
」

が
８
月
２
日
（
日
）
正
午
か

ら
午
後
８
時
ま
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
キ
ン
グ
ス
ト
ン
市
の

キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・

ビ
ー
チ 

（53 Delaware Ave, 
Kingston, 12401, NY

）
で

開
催
さ
れ
る
。
雨
天
決
行
、
入

場
無
料
。
ス
ト
ー
ム
等
の
最
悪

天
候
時
に
は 

ア
ン
デ
ィ
・
マ
ー

フ
ィ
ー
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー 

(467 Broadway, Kingston) 

に
会
場
を
移
す
予
定
。

　

盆
踊
り
平
和
祭
は
、

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
福
島

第
一
原
発
事
故
を
き
っ
か
け

に
、
当
時
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
市
で

「
ご
麺
く
だ
さ
い
ヌ
ー
ド
ル
シ

ョ
ッ
プ
」
を
経
営
し
て
い
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
山
本
容
子
氏
と
鍛

金
彫
刻
家
大
下
寿
馬
氏
が
、
地

元
の
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、ザ
・

バ
ナ
バ
ー
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
バ

ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓
お
よ
び 

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
民
舞
座
の

協
力
を
得
て
始
め
た
平
和
祭
で

あ
る
。
核
兵
器
・
原
子
力
発
電

及
び
戦
争
を
糾
弾
し
、
ニ
ュ
ー

ク
リ
ア
・
フ
リ
ー
の
平
和
な
未

来
を
目
指
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
。
山
本
、
大
下
両
氏
は
現

在
キ
ン
グ
ス
ト
ン
市
で
「
タ
ン

マ
・
ラ
ー
メ
ン
・
タ
バ
ン
」
を

経
営
し
て
い
る
。

　

今
年
は
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
15
年
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
か
ら
40
年
目
に
あ
た

り
、
ま
た
広
島
、
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
か
ら
は
81
年
を
迎

え
、
原
爆
や
原
発
事
故
の
犠
牲

者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
核

兵
器
や
戦
争
の
な
い
社
会
に
つ

い
て
考
え
る
大
切
な
一
日
と
な

る
。
専
門
家
４
人
に
よ
る
「
危

機
の
瀬
戸
際
か
ら
ど
う
立
ち
戻

る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論

会
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
ベ
テ
ラ

ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
の
代

表
が
戦
争
の
実
情
を
伝
え
、
戦

争
参
加
に
ど
の
よ
う
に“No”

と
答
え
ら
れ
る
か
な
ど
、
具
体

的
な
平
和
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

伝
え
て
い
く
。
午
後
６
時
30
分

か
ら
は
来
場
者
が
参
加
す
る
盆

踊
り
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
午

後
７
時
15
分
か
ら
日
本
山
妙
法

寺
グ
ラ
フ
ト
ン
・
ピ
ー
ス
・
パ

ゴ
ダ
の
安
田
行
純
法
尼
に
よ
る

世
界
の
核
被
害
者
を
追
悼
す
る

式
典
と
追
悼
行
進
が
行
わ
れ
、

「
核
時
代
の
終
焉
」
を
願
う
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
て

幕
を
閉
じ
る
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルbonodorimail@

gm
ail.com

、

電

話 

８
４
５
・
７
０
６
・
７
３
５
２
。

公
式
サ
イ
トwww.bonodori.

org

第
16
回
「
盆
踊
り
平
和
祭
」

Ｎ
Ｙ
州
キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
８
月
２
日
に

　

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
（Heiwa Peace and 

Reconciliation Foundation 
of New York

、
代
表
：
中
垣 

顕
實
師
、浄
土
真
宗
僧
侶
）
は
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を

追
悼
す
る
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
（
異
宗
教
間
）
平
和
の
集
い
」

を
8
月
5
日
（
水
）
午
後
6
時

30
分
か
ら
開
催
す
る
。
30
年
以

上
続
く
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
宗

教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
平
和
活
動

家
、文
化
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

祈
り
、黙
想
、音
楽
、黙
祷
（
午

後
7
時
15
分
に
広
島
原
爆
時
刻

に
合
わ
せ
た
平
和
の
鐘
を
鳴
ら

す
）
広
島
か
ら
の
中
継
を
視
聴

す
る
。
会
場
は
、
立
正
佼
成
会

Ｎ
Ｙ
ダ
ル
マ
・
セ
ン
タ
ー
（
東

39
丁
目
３
２
０
番
地
）。

　

異
宗
教
に
よ
る
祈
り
と
各
伝

統
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、

インターフェイス平和の集い
広島・長崎原爆犠牲者追悼

古
本
武
司
氏
（
Ｎ
Ｙ
広
島
会
名

誉
会
長
） 

と
木
下
信
義
氏
（
Ｎ

Ｙ
長
崎
会
会
長
）の
基
調
講
演
、

原
田
真
二
（
ひ
ろ
し
ま
平
和
文

化
大
使
・
音
楽
家
）、
安
塚
か

の
ん（
被
爆
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
）

に
よ
る
音
楽
（
ビ
デ
オ
出
演
）

も
あ
る
。
８
月
８
日
（
長
崎
の

日
）
午
後
９
時
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
配
信
、
長
崎
の
平
和

式
典
ラ
イ
ブ
中
継
も
あ
る
。

　

任
意
寄
付
制
。
詳
細

は
公
式
サ
イ
トhttps://

heiwafoundation.org/

を
参

照
す
る
。

　

海
に
出
る
と
、
自
分
が
自
由

に
な
れ
る
気
が
す
る
。 

　

私
は
豪
華
客
船
の
旅
が
好
き

だ
。
ど
ん
な
長
期
ク
ル
ー
ズ
で

も
、
荷
物
は
小
さ
め
の
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
と
機
内
持
ち
込
み
サ
イ

ズ
の
キ
ャ
リ
ー
だ
け
。「
ち
ょ

っ
と
少
な
す
ぎ
た
か
な
？
」
荷

物
は
少
な
く
、
帰
り
は
胸
い
っ

ぱ
い
の
思
い
出
話
を
詰
め
て
こ

よ
う
。 

　

人
工
股
関
節
に
な
っ
た
。
で

も
、
ま
た
杖
な
し
で
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
雨
の
日
や

寒
い
日
、
旅
行
で
は
一
本
杖
を

使
う
。
備
え
る
。
で
も
諦
め
な

愛
知
県
刈
谷
市

よ
！
」
と
声
を
か
け
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
の
瞬
間
「
あ
、
無
理

だ
っ
た
」
と
気
づ
き
、
近
く
の

知
ら
な
い
人
に
「
す
み
ま
せ

ん
！
代
わ
り
に
お
願
い
し
ま

す
！
」
と
頼
む
こ
と
に
。
自
分

で
も
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

方
々
と
は
今
も
交
流
が
あ
り
、

会
う
た
び
に
あ
の
日
の
話
で
笑

っ
て
い
る
。 

　

船
は
本
当
に
優
し
く
、
海
は

私
た
ち
の
事
情
を
あ
れ
こ
れ
聞

か
な
い
。
た
だ
受
け
止
め
て
く

れ
る
。
出
航
の
汽
笛
が
鳴
り
、

港
の
灯
り
が
遠
ざ
か
る
。
デ
ッ

キ
で
潮
風
を
浴
び
て
い
る
と
、

不
安
よ
り
、
次
の
行
き
た
い
場

所
が
浮
か
ん
で
く
る
。
母
な
る

海
は
、
い
つ
も
私
を
自
由
に
し

て
く
れ
る
。

〈
浦
田
美
波
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

愛
知
県
刈
谷
市
の
カ
ラ
オ
ケ
居

酒
屋
「
み
な
み
」
で
母
と
働
く
。

交
通
事
故
を
経
て
人
工
股
関
節

と
な
り
、
豪
華
客
船
の
旅
や
着

物
ド
レ
ス
に
挑
戦
。
日
米
国
際

親
善
文
化
大
使
。
鍼
灸
学
校
在

学
中
。
10
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

国
連
本
部
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ

予
定
。

い
。
こ
れ
が
今
の
私
の
旅
ス
タ

イ
ル
だ
。 

　

ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
不

思
議
な
場
所
で
、
知
ら
な
い
人

同
士
で
も
自
然
と
声
を
か
け
合

う
。「
こ
ん
に
ち
は
！
」「
楽
し

み
で
す
ね
！
」
こ
れ
か
ら
始
ま

る
旅
に
向
け
て
、
み
ん
な
子
ど

も
の
よ
う
な
笑
顔
を
し
て
い

る
。

　

私
も
以
前
、
杖
を
持
っ
て
い

る
の
に
困
っ
て
い
た
車
椅
子
の

人
を
見
つ
け
て
「
押
し
ま
す

〈第２回〉

浦
田
美
波

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://sobaya.square.site/
https://giip-global.com/ja/
http://kkobo.com/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://kj-artist.jp/
https://bit.ly/4vQFEvb
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
https://www.samuraipapabk.com/
http://www.bonodori.org
https://heiwafoundation.org/
https://heiwafoundation.org/
https://heiwafoundation.org/
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8 月 NY日系人会の行事

■８月 10日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、佐々木のりさん、津田やすこさん、小林はる
かさんがヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 13日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談室 (移民法以外 )」。ご予約下さい。各 30分。

■ 13日（木）12pm-夏のお盆敬老会　
   お食事は BENTONのお弁当です。Bonダンサーの盆踊りを
お楽しみください。会場参加、ピックアップ、ランチデリバ
リーご希望の方はご予約下さい。8月のお誕生会をします。
会費＄５

■ 16日（日）8am-12pm 「第 40回 JAA
   「外務大臣杯軟式野球大会決勝戦」セントラルパークノース
メドー球場で行ないます。今年のチャンピオンが決まります。
天候によりスケジュールに変更あり。

■ 20日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士による米国移民法
の無料電話相談室」ご相談の方はご予約下さい。各 15分。

■ 20日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」参加費 $5　どなたでもご参加できます。

■ JAAチャリティーゴルフ大会参加者募集
   9月 28日（月）恒例の第 32回 JAAチャリティーゴルフ大会
を New York Country Club で開催します。JAAにお申込みく
ださい。

■第 20回秋のヘルスフェアの企画募集中
　今年も、9月 4日から 10月 4日まで開催します。JAAホー
ルとオンラインで行います。全年齢を対象にした健康で安全
な生活をサポートする企画をお待ちしています。

■９月 7日（月）レイバーデイ　JAA はお休み

■ NY仏教会盆踊り 8月 9日（日曜日）１２時半から４時まで。
   場所：West 106 street　Riverside Drive と  West End Avenue
の間。参加は無料で初めての方でもどなたでも参加できます。
僧太鼓の演奏などもあり、日本の文化に触れるいい機会です。
盆踊りは仏教の伝統的な行事で、先祖、亡くなった方の魂を
迎え、亡くなった方を偲びます。

　ニューヨーク仏教会は 1938年に建てられた浄土真宗のお寺
です。毎週日曜日にはサービスがある他、仏教を学ぶオンラ
インのクラスにも参加できます、華道、ヨガなどのクラスが
あり、コミュニティーの方に仏教の教えを広めています。詳
しい事はウエブページをご覧ください。

   info@newyorkbuddhistchurch.org

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

暑中お見舞い申し上げます！

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
7
月
22
、
23
日
、「
ア
イ
ヌ
・

サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル̶

ア
イ
ヌ
の
物
語
、
文
化
、
そ
し

て
伝
統
」
を
開
催
し
た
。
北
海

道
平
取
町
と
の
共
催
で
、
日
本

北
部
の
先
住
民
族
・
ア
イ
ヌ
の

歴
史
や
文
化
を
多
角
的
に
紹
介

す
る
催
し
。会
場
に
は
北
海
道
・

平
取
町
か
ら
15
人
の
工
芸
家
や

文
化
継
承
者
、
教
育
関
係
者
が

来
米
し
た
。
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊

の
公
演
を
は
じ
め
、
木
彫
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
イ
ヌ
料

理
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
試
食
、
映
画
上
映
、
講
演
な

ど
を
通
し
て
、
言
語
や
生
活
文

化
、
精
神
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
た
。
両
日
と
も
に
完

売
の
大
人
気
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
保
存
と
継

承
に
生
涯
を
捧
げ
た
平
取
町
の

故
・
萱
野
茂
さ
ん
（
１
９
２
６

〜
２
０
０
６
）
の
生
誕
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ

た
。
萱
野
さ
ん
は
平
取
町
二
風

谷
地
区
を
拠
点
に
ア
イ
ヌ
文
化

の
復
興
運
動
に
尽
力
し
、
日
本

で
ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
初
め
て

国
会
議
員
と
な
っ
た
政
治
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

一
行
を
率
い
来
米
し
た
平
取

町
の
遠
藤
桂
一
町
長
は
「
ア
イ

ヌ
文
化
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
紹

介
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思

う
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
、
次
世
代
へ
伝
統
を
継
承
し

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。
国
会
で
ア
イ
ヌ
文
化
振
興

法
が
制
定
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
平
取
町
は
８
年
前
、
ア
イ

ヌ
文
化
振
興
公
社
を
作
り
、
遠

藤
町
長
自
ら
が
社
長
と
な
っ
て

伝
統
文
化
の
継
承
事
業
を
推
進

し
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
と
し
て
継
承
さ
れ
続
け
て
き

た
日
本
の
ア
イ
ヌ
文
化
が
今
、

会
社
組
織
と
な
っ
て
所
得
保
障

が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
ア
イ
ヌ

文
化
を
広
め
る
会
社
の
社
員
と

し
て
の
誇
り
と
未
来
へ
の
希
望

が
、
来
米
し
た
ア
イ
ヌ
の
若
者

た
ち
の
顔
に
溢
れ
て
い
た
。
明

る
く
快
活
で
、
会
場
で
も
大
勢

の
ア
メ
リ
カ
人
観
客
と
積
極
的

に
会
話
し
て
交
流
を
深
め
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
魂

（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
が
見
事
に
次

世
代
に
伝
承
さ
れ
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
印

象
付
け
た
２
日
間
だ
っ
た
。

　

会
期
中
に
は
、
エ
ミ
ー
賞
受

賞
歴
を
持
つ
映
像
作
家
の
溝
口

尚
美
さ
ん
が
10
年
以
上
か
け
て

ア
イ
ヌ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
訪

れ
て
信
頼
関
係
を
築
き
、
製
作

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「Ainu 

ー
ひ
と
」
が
上
映
さ
れ

た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
前
夜
に

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
（
竹
田
勝

男
代
表
幹
事
）
に
よ
る
歓
迎
会

が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
「
つ
く
し
」
で
開
催

さ
れ
、
道
産
子
同
士
の
交
流
の

話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
今
回
に

続
き
、
平
取
町
か
ら
8
月
12
、

13
日
に
第
二
陣
の
グ
ル
ー
プ
が

来
米
し
て
ア
イ
ヌ
文
化
の
紹
介

を
行
う
。
次
回
は
独
特
の
ア
イ

ヌ
の
刺
繍
や
言
語
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
、

5
面
に
イ
ベ
ン
ト
情
報
）

ア
イ
ヌ
の
伝
統
文
化
次
世
代
が

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
魂
を
披
露

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

伝
統
料
理
の
試
食

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
で
歓
迎
会

https://shopnyseikatsu.com/
mailto:info@newyorkbuddhistchurch.org
mailto:info@jaany.org
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グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
で
ゆ
と
り
あ
る
都
市
生
活

　

近
年
、
個
性
的
な
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
が
集
ま
り
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
屈
指
の
人
気
エ
リ
ア

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
だ
。

徒
歩
圏
内
に
は
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
・
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
所

も
あ
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
な
エ
リ

ア
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
注
目
エ
リ
ア
に
あ
る
全
面
改

装
を
終
え
た
4
寝
室
・
2
浴
室
。
１
８
９
９
年
築
の
タ
ウ

ン
ハ
ウ
ス
の
2
階
部
分
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
専
有
し
、
歴
史

あ
る
建
物
の
趣
を
残
し
な
が
ら
、
室
内
は
全
面
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

寝
室
は
い
ず
れ
も
ク
イ
ー
ン
サ
イ
ズ
ベ
ッ
ド
を
配
置
で

き
る
ほ
ど
の
十
分
な
広
さ
で
、
家
族
世
帯
は
も
ち
ろ
ん
、

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
に
も
適
し
た
間
取
り
だ
。 

室
内
に
は
フ
ル

サ
イ
ズ
の
洗
濯
機
、
乾
燥
機
、
食
器
洗
浄
機
、
セ
ン
ト
ラ

ル
空
調
を
完
備
。
温
か
み
の
あ
る
ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
フ
ロ
ア

を
採
用
。

　

地
下
鉄
Ｇ
線
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
か

ら
徒
歩
２
分
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
な
ら
で
は
の
落
ち
着
い
た

街
並
み
と
都
市
の
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
住
ま
い
だ
。
月

額
家
賃
は
８
１
５
０
ド
ル
。
８
月
か
ら
入
居
が
可
能
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
３
８
・
４
３
７
４
、

Ｅ
メ
ー
ルyamagai@redacinc.com
　

雨
貝
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
／
投
資
部
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
経
済
誌
『
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
』
の
調
査
部
門
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
7
月
上
旬

に
「
世
界
で
最
も
住
み
や
す
い

都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
。

治
安
、
イ
ン
フ
ラ
、
医
療
、
文

化
・
環
境
、
教
育
の
5
つ
の
観

点
か
ら
世
界
１
７
３
都
市
を
評

価
し
た
。

　

1
位
に
選
ば
れ
た
の
は
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク
） 

で
、
2
年
連
続
ト
ッ
プ
の
座
を

射
止
め
た
。
2
位
は
ウ
ィ
ー
ン

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
3
位
メ
ル

ボ
ル
ン
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、

４
位
シ
ド
ニ
ー
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）、
５
位
バ
ン
ク
ー
バ
ー

（
カ
ナ
ダ
）、
６
位
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
（
ス
イ
ス
）、
７
位
カ
ル
ガ

リ
ー
（
カ
ナ
ダ
）、
８
位
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
（
ス
イ
ス
）、
９
位
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）、10
位
は
大
阪
（
日
本
）。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
順
位
を

3
つ
上
げ
て
66
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
。
犯
罪
率
の
低
下
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
大
都
市
の
中
で
は
健

闘
し
て
い
る
。

　

世
界
で
最
も
住
み
や
す
い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
住
宅

価
格
が
過
去
最
高
水
準
に
達

し
て
い
る
。
不
動
産
情
報
会

社
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
シ
ャ
ー
ク

の
２
０
２
６
年
第
2
四
半

期
の
分
析
に
よ
る
と
、
市
内

住
宅
の
販
売
価
格
中
央
値
は

82
万
５
０
０
０
ド
ル
と
な
り
、

前
年
同
期
を
上
回
っ
た
。
7
月

23
日
付
「amNewYork

」
に

よ
る
と
、
市
内
で
最
も
高
額
な

住
宅
地
は
ハ
ド
ソ
ン
・
ヤ
ー

ド
で
、
販
売
価
格
中
央
値
は

６
５
０
万
ド
ル
超
。
ト
ラ
イ
ベ

ッ
カ
、
ソ
ー
ホ
ー
が
こ
れ
に
続

き
、
高
級
住
宅
街
の
人
気
は
依

然
と
し
て
高
い
。

　

一
方
で
、
同
社
は
「
価
格
上

昇
率
だ
け
で
市
場
全
体
を
判
断

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
指
摘
す

る
。
価
格
急
騰
の
背
景
に
は
超

高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
規
供
給

が
あ
り
、
一
部
地
域
の
取
引
価

格
を
押
し
上
げ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　

そ
の
代
表
例
が
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
。
販
売

価
格
中
央
値
は
２
６
０
万
ド
ル

と
前
年
同
期
比
86
％
増
と
な
っ

た
が
、
そ
の
主
因
は
五
番
街

５
２
０
番
地
の
新
築
高
級
マ
ン

シ
ョ
ン
の
販
売
で
、
第
2
四
半

期
だ
け
で
32
戸
が
成
約
し
、
す

べ
て
３
０
０
万
ド
ル
以
上
、
う

ち
4
戸
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
は
1

戸
１
１
０
０
万
ド
ル
で
取
引
さ

れ
た
。

　

逆
に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ハ

イ
ツ
で
は
販
売
価
格
中
央
値
が

24
％
下
落
し
た
。
高
価
格
帯
地

区
の
上
位
10
地
区
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
が
占
め

た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
は
キ

ャ
ロ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
が
約

２
７
０
万
ド
ル
で
4
位
に
入

り
、
ダ
ン
ボ
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
地
区
も
ト
ッ
プ
10
入
り

し
た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
で
は
ハ
ン

タ
ー
ズ
・
ポ
イ
ン
ト
、
オ
ー
バ

ー
ン
デ
ー
ル
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ボ

ロ
・
ヒ
ル
の
販
売
価
格
中
央
値

が
１
０
０
万
〜
２
０
０
万
ド
ル

と
な
り
、
ハ
ン
タ
ー
ズ
・
ポ
イ

ン
ト
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
エ
ス
テ

ー
ツ
で
は
高
額
物
件
の
取
引
増

加
に
よ
っ
て
価
格
が
押
し
上
げ

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
社
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
郊
の
住
宅
価
格
が
過
去

10
年
間
で
市
内
の
約
2
倍
の
ペ

ー
ス
で
上
昇
し
た
と
分
析
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
よ
り

広
い
住
環
境
を
求
め
て
郊
外
へ

移
る
需
要
が
高
ま
り
、
か
つ
て

比
較
的
手
頃
だ
っ
た
郊
外
で
も

住
宅
価
格
の
上
昇
が
続
い
て
い

る
。
市
内
、
郊
外
と
も
に
住
宅

取
得
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
ま
り
、

日
本
人
駐
在
員
や
永
住
者
に
と

っ
て
も
住
ま
い
選
び
は
一
段
と

難
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

住
宅
価
格
、
過
去
最
高
を
更
新

高
級
物
件
が
相
場
押
し
上
げ

　
郊
外
も
値
上
が
り
続
く

https://www.redacinc.com/
mailto:yamagai@redacinc.com
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EVENT
■マウントフジ「夏祭り」＝ 8/2　14:30 
Mt. Fuji （296 Old Route 17, Hillburn,）
NY州ヒルバーンの山の上にある巨大な
日本建築のレストランによる毎年恒例イ
ベント。有名シェフらが手がけるフード
コーナーや氷彫刻家の実演、日本のお祭
りゲーム、さまざまなパフォーマンスの
ほか、夜には幻想的なスカイランタンフェ
スティバルも実施。入場料：＄30、3～
10歳は＄18。
詳 細 は https://www.mtfujirestaurants.
com/

■「アイヌ・サマー・フェスティバル―ア
イヌの物語、文化、そして伝統」8 月 12 日
（水）▷午後４時～５時 30 分「Ikarkar=an 
ro!」刺繍ワークショップ午後５時 30 分

～ 6時 45 分「Itak=an ro!」アイヌ語ワー
クショップ▷午後７時～８時 30 分「Sinot　
沙流川流域の踊り」公演（レセプション
有り）■ 8 月 13 日（木）▷午後４時～
５時 30 分「Sinot=an ro!」アイヌ古式舞
踊ワークショップ午後 5 時 30 分～６時
45 分・映画「Ainu ー ひと」無料上映会・
監督の質疑応答▷午後７時～８時 30 分
「Ikarkar & Itak: 」アイヌの刺繍と言語。（レ
セプション有り）入場料・一般 20 ドル、
学生とシニア 17 ドル、会員 15 ドル。詳
細とチケットの申し込みはウェブサイト
https://japansociety.org/ainufestival/

■ NYCレストランウィーク＝ 8/16まで   
市内各参加レストラン　市内約 600店
のレストランで特別価格のプリフィック
ス・メニューが楽しめる年に 2回の美食
イベント。ランチやディナーのコースが
30ドル、45ドル、60ドルの均一料金で
お得に体験できる。参加店のリストやメ
ニュー、予約は公式サイトから。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/
restaurant-week/
■サマーストリート＝ 8/22まで　毎年夏
の週末に開催される歩行者天国。普段は
混雑している NYの主要幹線道路が車両
通行止めになり、市民や観光客に無料で
開放される。会場では無料コンサートや
パフォーマンスのほか、スポンサーによ
る無料配布もある。マンハッタンが 8/1・
8・15でブルックリン橋から最北端イン
ウッドのダイクマン通りまで全長 20マ
イルにわたって開催される。ブルックリ
ンとブロンクスでは 8/22に開催。
詳 細 は https://www.nyc.gov/html/dot/
html/pedestrians/summerstreets.shtml
■ USオープンテニス＆ファンウィー
ク ＝ 8/23 ～ 9/13　USTA Billie Jean 
King National Tennis Center（Flushing 
Meadow - Corona Park）テニスの世界４
大大会のひとつ。入場無料（要事前登録）
のファンウィーク（8/23～ 29）は予選

見学やスポンサーによるイベント、決勝
チケットが当たる抽選などもある。8/25
はフェデラーが一夜限りの復活を果たす
ほか、アガシやマッケンローが出場する
エキジビジョンマッチが開催される。
詳細は https://www.usopen.org/

MUSIC
■ブロードウエー・イン・ブライアン
トパーク＝ 8/13 まで  12:30 ～ 13:30　
Bryant Park（42nd St. & 6th Ave.）木曜
のランチタイムに開催される無料の屋外
コンサートシリーズ。現役のブロード
ウエーキャストたちが劇中の大ヒット
ナンバーを生歌唱する、夏の人気イベ
ン ト。8/6 は「The Outsiders」「MJ The 
Musical」「Little Shop of Horrors」 他、
8/13 は「The Book of Mormon」「The 
Great Gatsby」「Buena Vista Social Club」
他のキャストが出演する。予約不要。会
場の芝生エリアは 11時から入場可能。
詳 細 は https://bryantpark.org/activities/
broadway-in-bryant-park

THEATRE/DANCE 
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク＝
8/23 ま で　Delacorte Theater in Central 
Park　後半の 7/25～ 8/23は、晩年のシェ
イクスピアによる悲劇と喜劇、そして赦
しと再生が混ざり合った独特な戯曲『冬
物語（The Winter’s Tale）』を上演する。
入場無料だが要チケット。
詳 細 は https://publictheater.org/free-
shakespeare-in-the-park
■イントレピッド海上航空宇宙博物館
の無料映画上映会＝ 8/28　Pier 86（W 
46th St and 12th Ave）上映映画は『ア
メリカ物語 2/ファイベル西へ行く（An 
American Tail: Fievel Goes West）』。ハド
ソン川の風に吹かれながら、船の甲板で
夜景と映画を同時に楽しめる夏の恒例イ

ベント。入場無料・予約不要だが混雑必
至なので早めの到着を推奨する。入場開
始は 18時、映画は日没後にスタート。
詳 細 は https://intrepidmuseum.org/free-
movie-night-series
■プライアントパークの無料映画上映会
「ムービーナイト」＝ 9/14まで　毎週月
曜　Bryant Park（42nd St. & 6th Ave.）
公園内の芝生エリアで映画を観るピク
ニックスタイルで、ハリウッドの往年の
名作から比較的新しいヒット作まで幅広
い年代の映画が楽しめる。芝生開放は午
後 5時、映画上映は 8時から。上映作
品：8/3『Bridget Jones's Diary』、8/10
『Catch Me If You Can』、8/17『 City of 
God』、8/24 日『King Creole』 、8/31 
『No Country for Old Men』、9/7 『Galaxy 
Quest』、9/14『Shakespeare in Love』。
詳 細 は https://bryantpark.org/activities/
movie-nights

ART
■画家・依田寿久の個展「Toshihisa 
Yoda: Continuum, 1967–Today」 ＝ 8/7
まで  NowHere（40 Lispenard St, ）1960
年代から現在までの依田の制作を 30点
の作品を通して紹介する。展覧会は 2部
構 成 で、 前 期「1960s–1990s」（6/4 ～
7/2）、後期「2000s–Today」（7/9～ 8/7）
として開催。依田は色彩の重なりや反復
的な筆致、瞑想的な構成を特徴とし、日
本的感性とニューヨークの都市的風景が
重なり合う独自の作品世界を築いている。
入場無料。
詳細は https://nowhere-nyc.com
■加藤亮太郎の陶芸展＝ 8/28 まで　
Joan B Mirviss LTD（39 E 78th St, Suite 
401）岐阜県美濃地方、多治見市にある
名門「幸兵衛窯」の 8代当主で、人間国
宝の祖父を持つ陶芸家の加藤氏による個
展。入場無料、完全予約制。
詳細は https://www.mirviss.com/

　

今
年
も 
ワ
ー
ル
ド
・
サ

ケ
・
デ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ
（W

orld 
Sake Day NYC

）
が 
9
月
27

日
（
日
）
午
後
４
時
か
ら
９
時

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ

るThe W
 Loft Rooftop240

（Kent Ave

）
で
開
催
さ
れ
る
。

日
本
酒
を
通
じ
て
日
本
文
化
の

魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
２
１

年
にMIKA bushwick 

で
ス

タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

年
で
6
回
目
を
迎
え
る
。
毎
年

３
０
０
〜
４
０
０
人
が
来
場

し
、
日
本
全
国
の
酒
蔵
や
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
試

飲
に
加
え
、
和
食
や
日
本
の
ア

ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
な
ど
も
楽
し

め
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
。
昨
年
は

前
Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
森
大
使
も
来

場
し
、
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　

入
場
料
は
一
般
77
ド
ル
53
セ

ン
ト
（
15
杯
分
の
試
飲
チ
ケ
ッ

ト
と
酒
グ
ラ
ス
付
き
）、
Ｖ
Ｉ

Ｐ
１
１
２
ド
ル
39
セ
ン
ト
（
試

飲
無
制
限
、
ギ
フ
ト
バ
ッ
グ
他

付
き
）。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

worldsakedaynyc.com

を
参

照
す
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
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日
本
酒
通
じ
て
日
本
文
化
紹
介

ワ
ー
ル
ド
・
サ
ケ
・
デ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
９
月
27
日
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （51）

　

７
月
20
日
英
国
の
ス
タ
ー
マ

ー
首
相
に
代
わ
り
、
バ
ー
ナ
ム

首
相
が
誕
生
し
ま
し
た
。
10
年

間
で
7
人
の
首
相
の
平
均
任
期

は
約
１
・
７
年
で
す
。
日
本
の

戦
後
首
相
の
平
均
任
期
約
２
・

２
年
は
世
界
の
最
短
命
首
相
と

言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
短
命
で

あ
る
理
由
は
大
き
く
異
な
り
ま

す
。

　

一
、
英
国
で
は
与
党
議
員
が

支
持
を
変
え
て
の
首
相
交
代
が

多
い
の
で
す
。
4
月
の
地
方
選

挙
で
、
与
党
労
働
党
が
改
革
党

に
大
敗
し
た
こ
と
が
発
端
で

す
。
次
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

市
長
の
バ
ー
ナ
ム
氏
が
6
月
の

補
欠
選
挙
で
改
革
党
に
圧
勝
し

て
「
改
革
党
に
勝
て
る
首
相
」

と
映
り
雪
崩
現
象
が
起
き
ま
し

た
。

　

日
本
の
与
党
議
員
は
、
首
相

の
人
気
が
下
落
し
て
も
公
認
権

や
人
事
の
縛
り
な
ど
で
首
相
交

代
を
言
え
ま
せ
ん
。
英
国
の
議

員
は
有
権
者
の
意
見
を
尊
重
し

て
首
相
を
選
び
ま
す
が
、
そ
れ

に
は
以
下
の
前
提
が
あ
り
ま

す
。
①
候
補
者
の
公
認
は
、
選

挙
区
の
党
員
投
票
で
決
定
す

る
。
②
選
挙
区
内
の
有
権
者
の

個
人
相
談
が
第
一
の
職
務
で
あ

る
。

　

二
、
英
国
の
政
治
家
に
は
、

法
的
決
着
以
前
に
政
治
的
・
倫

理
的
責
任
を
取
る
風
土
が
あ
り

ま
す
。
次
期
首
相
の
可
能
性
も

あ
る
改
革
党
の
フ
ァ
ラ
ー
ジ
党

首
が
7
月
に
議
員
辞
職
し
て
、

彼
へ
の
信
任
を
問
う
補
欠
選
挙

に
出
馬
し
ま
す
。
資
産
家
か
ら

の
違
法
な
住
宅
提
供
と
の
報
道

へ
の
切
り
返
し
策
で
す
。

　

英
国
で
は
議
会
常
任
特
別
委

員
会
、
国
家
監
査
院
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
が
調
査
を
行
い
ま
す
。

閣
僚
辞
任
後
も
調
査
は
続
く
た

め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
会
出

席
で
辞
任
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首

相
は
、
更
な
る
事
案
の
発
覚
で

議
員
辞
職
に
至
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
国
会
で
は
、
高
市
早

苗
首
相
の
米
国
時
の
肩
書
や
中

傷
動
画
対
応
に
関
し
て
、
関
係

者
招
致
や
資
料
提
出
を
巡
る
対

立
が
起
き
ま
し
た
。
米
国
や
英

国
の
議
会
は
証
人
喚
問
や
文
書

の
提
出
権
限
を
有
す
る
の
に
対

し
、
日
本
の
国
会
は
有
し
な
い

の
で
す
。

　

日
英
間
の
よ
り
大
き
な
違
い

は
、
英
国
で
は
首
相
が
交
代
し

て
も
議
会
を
解
散
し
な
い
こ
と

で
す
。
２
０
２
４
年
の
総
選
挙

で
大
勝
し
た
労
働
党
の
公
約
を

継
承
す
る
限
り
、
首
相
が
交
代

し
て
も
政
権
の
正
統
性
は
変
わ

ら
な
い
と
の
認
識
で
す
。
日
本

で
は
、
首
相
が
頻
繁
に
解
散
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。「
英
国
の

首
相
は
自
由
な
解
散
権
を
も

つ
」
と
い
う
学
説
が
根
拠
で
す

が
、
英
国
の
首
相
が
解
散
権
を

多
用
し
な
い
こ
と
が
明
白
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
議

会
の
承
認
を
得
ず
に
対
イ
ラ
ン

戦
争
を
開
始
し
、
閣
僚
や
最
高

裁
判
事
な
ど
を
罷
免
し
ま
し
た

が
、
議
会
だ
け
は
解
散
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
大
統
領
以
上
の
権

力
を
日
本
の
首
相
が
行
使
し
て

い
る
の
で
す
。

　

激
動
の
世
界
で
各
国
首
脳
と

の
緊
密
な
連
携
を
要
す
る
今
、

日
英
両
国
首
相
の
任
期
拡
大
は

世
界
全
体
に
必
要
で
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
。
慶

大
卒
。
国
際
Ｉ
Ｃ
や
難
民
を
助

け
る
会
等
の
民
間
外
交
活
動
を

経
て
国
会
議
員
、
民
主
党
国
際

局
長
、財
務
副
大
臣
等
を
歴
任
。

現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日
本
協
会
理

事
、
岐
阜
女
子
大
特
別
客
員
教

授
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所

特
別
研
究
員
。
英
国
在
。

日
英
両
国
首
相
の
任
期
は
約
2
年

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
７
月
23
日
、
先
ご
ろ
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長

を
退
任
し
た
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ

ォ
ー
カ
ー
氏
に
対
し
在
外
公
館

長
表
彰
を
Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
で

行
な
っ
た
。ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
は
、

２
０
１
９
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長
に
就
任
し

て
以
来
、
日
米
両
国
の
政
界
、

財
界
、
学
術
界
、
市
民
社
会
等
、

幅
広
い
関
係
者
と
の
間
で
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ

ー
や
講
演
会
の
開
催
を
通
じ
、

両
国
の
関
係
者
を
結
び
つ
け
る

対
話
の
場
の
拡
充
に
尽
力
し
、

日
米
両
国
民
の
友
好
親
善
の
深

化
に
寄
与
し
た
。

　

ま
た
、
質
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
・
実
施
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
の
米
国
内
ひ
い
て
は

国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

に
大
き
く
寄
与
し
た
。さ
ら
に
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
退
任
の

ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
に
在
外
公
館
長
表
彰

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館

と
の
緊
密
な
連
携
を
通
じ
、
我

が
国
要
人
の
当
地
訪
問
に
際
し

て
実
施
さ
れ
た
講
演
会
を
始
め

と
す
る
各
種
広
報
事
業
に
積
極

的
に
協
力
し
、
同
館
の
対
外
発

信
及
び
外
交
活
動
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
功
績
理

由
。

　

ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
は
北
海
道
札

幌
市
で
育
っ
た
「
道
産
子
ア
メ

リ
カ
人
」
で
あ
り
、
日
本
文
化

を
肌
で
知
る
一
方
、
米
国
務

省
や
国
防
総
省
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
・
グ
ル
ー
プ
を
経
て
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長

を
務
め
た
。
著
書
『
同
盟
の

転
機
』『Japan, Beyond the 

Genkan

』
を
今
年
出
し
て
い

る
。

　

二
つ
の
著
書
は
読
者
対
象
が

日
米
で
異
な
る
が
、
共
通
し
て

い
る
の
は
「
日
本
の
魅
力
は
ア

ニ
メ
や
和
食
だ
け
で
は
な
い
。

社
会
の
信
頼
、
文
化
の
厚
み
、

人
々
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
見

え
に
く
い
価
値
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
の
日
米
関
係
を
支
え
る
力

に
な
る
」
と
い
う
持
論
だ
。
今

後
は
、
米
国
商
工
会
議
所
の
国

際
担
当
と
し
て
引
き
続
き
、
日

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
戦
の
芝
生
販
売
で

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
と
Ｎ
Ｊ
州
が
対
立

米
経
済
、
文
化
交
流
の
橋
渡
し

役
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
当
日
ま
で

本
人
に
は
伝
え
ず
総
領
事
館
主

催
の
送
別
会
の
冒
頭
で
行
わ
れ

た
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
は
「
こ
れ

か
ら
も
日
米
関
係
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

う
の
で
、
今
日
は
皆
様
へ
の
さ

よ
な
ら
の
日
で
は
な
く
、
ま
た

会
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
次
の
チ

ャ
プ
タ
ー
へ
の
門
出
で
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
）
は
公
式
サ
イ
ト
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
（
メ
ッ
ト

ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
開

催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
６
の
決
勝
戦
で
実
際
に

使
用
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
の
一
部
を

記
念
品
と
し
て
発
売
し
た
。

　

決
勝
戦
の
芝
生
の
一
片
を
透

明
の
ア
ク
リ
ル
製
の
箱
に
収

め
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ブ
ラ

ン
ド
、
会
場
名
、
決
勝
戦
の
日

に
ち
、
決
勝
ス
コ
ア
を
刻
ん
だ

英
記
念
品
メ
ー
カ
ー
の
キ
ー

プ
・
ス
タ
ブ
製
の
同
商
品
の
価

格
は
１
個
４
５
０
ド
ル
で
、
限

定
２
０
２
６
個
が
米
国
と
欧
州

の
一
部
で
販
売
さ
れ
た
。
記
念

チ
ケ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
の
レ
プ
リ

カ
、
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
レ
プ

リ
カ
な
ど
が
付
い
た
セ
ッ
ト
は

最
高
３
０
０
０
ド
ル
で
売
り
出

さ
れ
た
が
、
全
商
品
が
発
売
直

後
に
完
売
し
た
。

　

同
商
品
に
対
し
マ
イ
キ
ー
・

シ
ェ
リ
ル
Ｎ
Ｊ
州
知
事
室
は
、

同
州
ス
ポ
ー
ツ
・
展
示
施
設
運

営
協
会
は
同
大
会
の
た
め
に

１
３
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
て
メ

ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
の

人
工
芝
を
一
時
的
に
天
然
芝
に

取
り
替
え
管
理
を
行
っ
て
い
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
民
の
税

収
が
商
用
に
利
用
さ
れ
た
と
批

判
し
た
。

　

一
方
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
訴
え
に
対

し
、
同
商
品
は
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｊ
主
催

委
員
会
が
計
画
し
た
も
の
で
、

受
領
し
て
い
る
の
は
同
商
品
特

許
の
印
税
の
５
％
以
下
だ
と
し

て
い
る
。
同
委
員
会
も
、
同
大

会
が
Ｎ
Ｊ
州
に
も
た
ら
し
た
経

済
効
果
を
強
調
し
、
収
益
は
地

元
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
将
来
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
に
再
投
資
さ
れ
る

と
反
論
し
て
い
る
。

在
外
公
館
長
表
彰
を
片
平
大
使
（
右
）
か
ら
手
渡
さ
れ
る

ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
。

　

16
日
付
の
英
ザ
・
タ
イ
ム
ズ

紙
の
記
事
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
裁
判
所
が
職
場
で
米
国

人
を
「
ヤ
ン
ク
」
と
呼
ぶ
こ

と
を
人
種
差
別
と
し
被
告
人

に
賠
償
を
命
じ
た
と
伝
え
た
。

２
０
２
４
年
９
月
か
ら
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
北
東
部
の
都
市
ア
バ

デ
ィ
ー
ン
の
チ
ェ
ー
ン
店
「
ピ

ザ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
で
働
い

て
い
た
米
国
人
レ
イ
モ
ン
ド
・

ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
は
25
年
４
月
、

店
内
が
忙
し
く
な
っ
た
勤
務

中
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
同
僚
と
口

論
に
な
り
「
と
っ
と
と
出
て
行

け
、
誰
も
お
前
の
こ
と
を
好
き

で
は
な
い
、ア
メ
リ
カ
に
帰
れ
、

ヤ
ン
ク
野
郎
」
と
罵
（
の
の
し
）

ら
れ
た
と
い
う
。
ヤ
ン
キ
ー
の

略
ヤ
ン
ク
は
米
国
人
を
指
す
蔑

称
で
、
ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
も
同
僚

に
軽
蔑
的
な
言
葉
で
反
撃
し
た

と
い
う
。
マ
ラ
ニ
ー
・
サ
ン
グ

ス
タ
ー
裁
判
官
は
「
ヤ
ン
ク
」

は
人
種
に
関
す
る
明
ら
か
な
中

傷
的
表
現
と
し
て
、
被
告
人
で

あ
る
同
僚
に
約
７
０
０
０
ド
ル

の
賠
償
を
命
じ
た
。

ア
メ
リ
カ
人
を
「
ヤ
ン
ク
」

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
人
種
差
別

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

語
学
セ
ン
タ
ー
は
、
９
月
23
日

と
26
日
か
ら
開
講
予
定
の
初
級

日
本
語
教
師
養
成
講
座
に
先
立

ち
、
講
座
に
関
す
る
無
料
説
明

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
。
説
明
会
は
８
月
12
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
45
分

（
ア
メ
リ
カ
東
部
夏
時
間
）
ま

で
。

　

要
事
前
予
約
。
説
明
会
の

一
環
と
し
て
日
本
語
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
見
学
す
る
機

会
も
あ
る
。
な
お
、
説
明
会

の
録
画
を
視
聴
す
る
こ
と
も

可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage@

japansociety.org

ま
で
。

　

関
心
高
ま
る
日
本
語
熱

　

米
国
で
日
本
語
を
教
科
と
し

て
教
え
て
い
る
大
学
は
１
１
３

か
所
以
上
あ
り
、
約
４
０
０
０

人
以
上
の
日
本
語
教
師
が
米
国

で
活
動
し
て
お
り
、
今
後
も
日

本
語
教
師
に
対
す
る
需
要
は
高

ま
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

日本語教師
養成講座

Photograph: Courtesy of FIFAWorld Cup turf, 
for sale.ジャパン・ソサエティー語学センター

http://www.919usa.com
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http://www.nyseikatsu.com
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Ｎ
Ｙ
日
系
１
世
の
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
と
聞
き
書
き
が
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史
デ
ジ
タ

ル
博
物
館
」
で
公
開
さ
れ
た
。

１
９
８
０
年
頃
に
写
真
家
・
井

上
博
行
さ
ん
（
故
人
）
が
撮
影
・

記
録
し
た
も
の
で
、
日
本
語
と

英
語
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
無
料
閲

覧
で
き
る
。
肖
像
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
聞
き
書
き
の
内
容
を
読

む
こ
と
が
で
き
、
約
百
年
前
の

日
系
人
の
足
跡
を
辿
る
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

井
上
さ
ん
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
斎
藤
央
火
さ
ん

と
２
人
で
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と
も

い
え
る
方
々
の
記
憶
を
残
そ

う
」
と
、
新
移
民
法
（
ア
ジ
ア

か
ら
の
移
民
を
全
面
的
に
禁
止

す
る
条
項
あ
り
）
が
交
付
さ
れ

た
１
９
２
４
年
以
前
に
い
た
日

本
人
を
約
１
年
余
り
か
け
て
訪

ね
歩
い
た
。

　

昨
秋
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
竹
田
あ

け
み
さ
ん
と
青
野
栄
子
さ
ん
が

文
字
お
こ
し
を
し
た
聞
き
書
き

が
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
と
も
に
同

会
で
展
示
さ
れ
、
本
紙
新
年

号
で
も
特
集
で
紹
介
し
た
が
、

時
間
が
経
過
し
た
た
め
に
、
現

在
15
人
し
か
名
前
を
特
定
で

き
て
い
な
い
。
未
特
定
39
人
、

計
54
人
の
肖
像
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
、
同
館
学
芸
員
の
横

山
由
香
さ
ん
に
よ
り
、
そ
の

作
品
群
の
大
部
分
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

情
報
が
集
ま
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
同
博
物
館
は
、

Ｎ
Ｙ
地
域
に
お
け
る
日
本
人
・

名
前
特
定
ま
だ
15
人

写
真
家
・
井
上
博
行
氏
が
撮
影

日系一世の肖像公開
　

９
月
の
国
連
総
会
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
く
る
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
を
逮
捕
す
る
な
ん
て
話
が

無
理
な
の
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま

す
。
逮
捕
状
発
行
の
国
際
刑
事

裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
に
米
国
は

非
加
盟
だ
し
、
し
か
も
そ
の
一

地
方
都
市
に
逮
捕
状
執
行
の
法

的
権
限
は
あ
る
は
ず
も
な
い
。

外
交
は
専
権
的
に
連
邦
政
府
の

管
轄
で
す
し
、
お
ま
け
に
国
家

元
首
や
首
相
に
は
不
逮
捕
特
権

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
ん

な
こ
と
は
重
々
承
知
の
上
で
の

「
逮
捕
検
討
」
と
の
ゾ
ー
ラ
ン
・

マ
ム
ダ
ニ
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
強
力
に
世
界
に
伝
わ
り
ま
し

た
。

　

政
治
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
無
分

別
な
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
の
軍
事

行
動
は
、
米
国
内
で
の
イ
ス
ラ

エ
ル
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
を
確

実
に
毀
損
し
て
い
ま
す
。
７
月

15
日
に
下
院
で
採
決
さ
れ
た

「
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
軍
事
支
援

を
打
ち
切
る
修
正
案
」
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
33
億
ド
ル

（
約
５
３
５
０
億
円
）
規
模
の

外
国
軍
事
資
金
援
助
を
停
止
・

削
除
す
る
内
容
で
し
た
。
そ
こ

に
民
主
党
議
員
の
１
０
３
人
が

賛
成
票
を
投
じ
た
の
で
す
。

　

最
終
的
に
同
案
は
共
和
党
の

反
対
で
１
０
４
対
３
１
４
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
案
は
ほ
ぼ
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
る
の
が
常

態
で
し
た
。
そ
れ
が
民
主
党
内

だ
け
と
は
い
え
、
投
票
し
た
同

党
２
０
１
人
の
過
半
数
が
「
イ

ス
ラ
エ
ル
切
り
」
を
行
っ
た
。

議
員
の
１
人
は
「
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

の
戦
争
と
戦
争
犯
罪
に
対
し
、

無
責
任
に
白
紙
小
切
手
を
発
行

す
る
時
代
は
、
少
な
く
と
も
民

主
党
内
で
は
終
わ
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

中
間
選
挙
を
３
カ
月
後
に
控

え
、
民
主
党
が
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
反
ト
ラ
ン
プ
路
線
と

し
て
い
わ
ゆ
る
「
急
進
左
派
」

「
共
産
主
義
」
と
攻
撃
さ
れ
る

勢
力
が
民
主
党
内
部
で
力
を
持

ち
、「
党
内
で
深
刻
な
分
断
」

と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

も
そ
の
「
顔
」
と
な
り
つ
つ
あ

る
マ
ム
ダ
ニ
の
政
策
を
見
て
い

る
と
、
む
し
ろ
そ
れ
は
庶
民
感

情
に
沿
っ
た
「
生
活
者
重
視
」

路
線
で
し
か
な
い
よ
う
に
見
え

ま
す
。

　

ボ
コ
ボ
コ
だ
っ
た
市
内
の
舗

装
道
路
の
穴
は
す
で
に
17
万
カ

所
近
く
修
繕
さ
れ
、
幽
霊
住
民

の
多
い
超
高
級
ア
パ
ー
ト
の
所

有
富
裕
層
に
別
宅
税
を
か
け
る

な
ど
の
例
は
す
で
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
「
小
規

模
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
」
と
し
て
余

計
な
許
可
手
続
き
を
廃
止
・
迅

速
化
し
た
り
新
規
事
業
者
に
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
つ
け
て
許
認

可
や
検
査
申
請
を
一
括
支
援
し

た
り
低
利
融
資
を
し
た
り
登
録

料
を
無
料
化
し
た
り
、
は
た
ま

た
24
時
間
公
衆
衛
生
医
療
品

（
生
理
用
品
や
避
妊
具
、
衛
生

キ
ッ
ト
、
薬
品
過
剰
摂
取
解
毒

剤
な
ど
）
の
無
料
自
販
機
の
設

置
拡
大
や
、
果
て
は
Ｗ
杯
の
チ

ケ
ッ
ト
超
高
額
化
に
対
抗
し
て

50
ド
ル
チ
ケ
ッ
ト
を
市
民
向
け

に
抽
選
で
１
千
枚
用
意
し
た
り

お
隣
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の

会
場
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
無
料
往

復
バ
ス
を
用
意
し
た
り
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
５
万
人
規
模

の
無
料
観
戦
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企

画
し
た
り
１
０
０
以
上
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場

を
設
け
た
り
、
お
ま
け
に
マ
ム

ダ
ニ
自
身
は
ラ
イ
カ
ー
ズ
島
の

刑
務
所
で
模
範
囚
１
０
０
人
と

一
緒
に
テ
レ
ビ
観
戦
し
て
盛
り

上
が
っ
た
り
、
と
八
面
六
臂
の

仕
事
ぶ
り
。
ラ
イ
カ
ー
ズ
で
の

彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「（
服
役

中
の
）
彼
ら
も
出
所
す
れ
ば
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
だ
か
ら
」。
そ

ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
ら
再
犯
な

ん
か
し
な
い
で
頑
張
ろ
う
と
思

う
わ
ね
。

　

反
ト
ラ
ン
プ
の
一
指
標
と
し

て
、
そ
の
マ
ム
ダ
ニ
が
称
揚
す

る「
民
主
社
会
主
義
」っ
て「
な

ん
か
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」
と

「
社
会
主
義
ア
レ
ル
ギ
ー
」
の

米
国
が
受
け
入
れ
始
め
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
最
新
調
査
で

は
選
挙
で「
民
主
社
会
主
義
者
」

の
候
補
に
投
票
す
る
と
い
う
人

は
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
候
補
に
投
票
す

る
と
い
う
27
％
よ
り
多
い
32
％

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

政
治
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
働

い
て
働
い
て
働
い
て
」
と
言
い

な
が
ら
「
仕
事
が
大
変
で
睡
眠

時
間
は
０
〜
３
時
間
」
な
ん
て

ボ
ヤ
い
て
同
情
を
買
う
な
ん
て

こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
だ
ろ
う

し
、
仕
事
が
楽
し
く
て
し
ょ
う

が
な
い
と
い
う
ふ
う
な
満
面
の

笑
顔
の
使
い
方
も
実
に
上
手
い

│
│
そ
う
い
や
、
こ
ん
な
面
白

い
34
歳
の
姉
妹
都
市
の
市
長

に
、
７
月
中
旬
に
５
泊
６
日
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
視
察
を
行
っ
た

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は
会

っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
都

庁
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
会
談
を

画
策
し
た
が
ど
う
も
叶
わ
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
市
政
の
実
務

に
忙
し
い
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

マ
ム
ダ
ニ
が
変
え
る
？

NY日本人歴史デジタル博物館

日
系
人
の
歴
史
を
記
録
・
保
存

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
前

に
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
の
支
援
を
受
け
て
Ｊ
Ａ

Ａ
内
に
設
立
さ
れ
た
。
運
営
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史
評

議
会
が
担
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
教
授
で
邦
人
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
代
表
で
も
あ
る
本
間

俊
一
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
Ａ
名
誉
会
長

の
ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
大
沼
さ
ん

を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

www.historyofjapanese
inny.org/jp/issei/

　

７
月
24
日
夕
、
シ
テ
ィ
・
フ

ィ
ー
ル
ド
球
場
で
、ジ
ャ
パ
ン
・

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
ト
と
題
し

て
試
合
前
に
僧
太
鼓
、
阿
波
踊

り
、
折
り
紙
な
ど
日
本
の
伝
統

芸
能
を
披
露
す
る
催
し
が
ス
タ

ジ
ア
ム
内
で
行
わ
れ
た
。

　

近
藤
ま
り
な
さ
ん
の
国
歌
斉

唱
に
続
い
て
、
試
合
前
の
始
球

式
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
川
野
浩

史
米
州
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取

締
役
会
長
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に

ゲ
リ
ー
森
脇
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
） 

終
身
顧
問
が
マ
ウ

ン
ド
に
立
っ
た
。

　

当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
の
片
平
聡
大
使
、
佐
藤
貢

司
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
、
前
田
正
明
Ｊ

Ｃ
Ｃ
Ｉ
事
務
所
長
、
影
山
誠
日

本
ク
ラ
ブ
・
シ
ニ
ア
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ

ー
カ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
前
理
事
長
、ダ
ー
リ
ン
・

ア
リ
タ
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ウ

ン
シ
ル
Ｎ
Ｙ
共
同
代
表
、
キ
ャ

サ
リ
ン
・
バ
ン
ナ
イ
日
系
博
物

館
評
議
員
、
デ
ビ
ッ
ト
・
ジ
ョ

ン
東
京
国
際
文
化
会
館
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
パ
ン
副
社
長
、ジ
ャ
ッ
キ
ー
・

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
郡
理
事
長
が
試
合
前
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
で
映
し
出
さ
れ
、
場

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
ジ
ャ
パ
ン
・

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
ト
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。

　

７
時
10
分
の
定
刻
に
プ
レ
イ

ボ
ー
ル
と
な
っ
た
。
当
日
の
対

戦
カ
ー
ド
は
、
メ
ッ
ツ
対
ド
ジ

ャ
ー
ス
（
大
谷
翔
平
、
山
本
由

伸
、
佐
々
木
朗
希
所
属
）。
大

勢
の
日
本
人
観
客
が
見
守
る
中

で
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
、
逆
転
で

メ
ッ
ツ
に
先
勝
し
た
。
大
谷
翔

平
投
手
は
「
１
番
・
Ｄ
Ｈ
」
で

先
発
出
場
し
、
４
打
数
２
安
打

１
打
点
。
先
発
の
佐
々
木
朗
希

投
手
は
７
回
３
安
打
１
失
点

で
、
約
２
か
月
ぶ
り
と
な
る
白

星
で
４
勝
目
を
手
に
し
た
。
当

日
は
、
通
常
の
チ
ケ
ッ
ト
の
ほ

か
、
特
別
の
観
戦
ル
ー
ム
で
食

事
も
つ
い
た
５
２
５
ド
ル
の
チ

ケ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
、
多
く
の

日
本
人
が
買
い
求
め
た
。 始球式で投球する川野さんとキャッチャーの森脇さん

（７月 24日、ケーシー谷口さん撮影）

ジ
ャ
パ
ン
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ナ
イ
ト

野
球
場
で
日
本
文
化
紹
介

http://myriverside.net/home
https://www.fivelightscenter.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
www.historyofjapaneseinny.org/jp/issei/
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

最
近
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
と
い
う
言
葉
を

監
査
人
か
ら
聞
い
た
ん
じ
ゃ

が
、
一
体
な
ん
じ
ゃ
？
」
会
社

経
営
者
の
鬣
（
た
て
が
み
）
が
、

お
も
む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
；
通
称
、
譲
謙
）
に

尋
ね
た
。

　
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
と
は
、Written Information Security Plan

の
略
で
し
て
、
代
表
的
な
テ
ン

プ
レ
ー
ト
と
し
て
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
が

公
表
し
て
い
ま
す
」

　
「
Ｉ
Ｒ
Ｓ
と
い
う
こ
と
は
、

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
は
会
計
事
務
所
が
対

象
な
の
か
？
」

　
「
い
い
え
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
自
体

は
会
計
事
務
所
専
用
の
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ

は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
組

織
が
情
報
保
護
の
た
め
に
策
定

す
る
『
文
書
化
さ
れ
た
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
計
画
』
で
す
。

特
に
米
国
で
は
、
Ｇ
Ｌ
Ｂ
Ａ

（Gramm-Leach-Bliley Act

）

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
と
は やFTC Safeguards Rule

の

対
象
と
な
る
事
業
者
に
作
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
近
年
は
税
理
士
・
Ｃ
Ｐ
Ａ

事
務
所
・
会
計
事
務
所
向
け
の

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
が
非
常
に
普
及
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
理
由
は
、IRS 

Publication 5708

が『
税
務
・

会
計
事
務
所
向
け
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
作

成
ガ
イ
ド
』
と
し
て
公
開
さ
れ

て
お
り
、Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
保
有
者（
有

償
で
税
務
申
告
書
を
作
成
す
る

専
門
家
）
が
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
を
整
備

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
る

た
め
で
す
」

　
「
こ
の
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
っ
て
、
結

局
何
の
た
め
の
文
書
な
ん

だ
？
」

　
「
簡
単
に
言
え
ば
、
事
務
所

が
持
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
や
社

員
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
の

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
す
。
税
務
情

報
や
口
座
情
報
、
連
絡
先
な
ん

か
を
漏
ら
さ
な
い
た
め
の
仕
組

み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
」

　
「
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
一
番

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
？
」

　
「
ま
ず
１
つ
目
は
、『
必
要
な

人
だ
け
が
必
要
な
情
報
に
ア
ク

セ
ス
す
る
』
こ
と
で
す
。
社
員

全
員
が
自
由
に
顧
客
情
報
を
見

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
業
務
上
必
要
な
人
だ
け
が

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
情
報
の
持
ち
出
し
や
管
理

も
厳
し
く
制
限
し
ま
す
」

　
「
内
部
か
ら
の
漏
え
い
対
策

っ
て
わ
け
か
」

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
2
つ
目

は
、『
責
任
者
を
決
め
て
継
続

的
に
管
理
す
る
こ
と
』。
デ
ー

タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者
が
い

て
、
社
員
教
育
や
ル
ー
ル
の
見

直
し
、
委
託
先
の
管
理
ま
で
担

当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
作
っ
て

終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
、
毎
年
見

直
し
て
改
善
し
て
い
く
の
で

す
」

　
「
人
任
せ
じ
ゃ
な
く
て
、
組

織
と
し
て
責
任
を
持
つ
仕
組
み

な
ん
だ
な
」

　
「
３
つ
目
は
、『
技
術
的
な
防

御
』
で
す
。
多
要
素
認
証
（
Ｍ

Ｆ
Ａ
）、
暗
号
化
、
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
、
強
力
な
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
を
導
入
し
て
、
外
部
か
ら
の

不
正
ア
ク
セ
ス
や
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
防
ぐ
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
」

　
「
も
し
情
報
漏
え
い
が
起
き

た
ら
ど
う
す
る
？
」

　
「
す
ぐ
に
責
任
者
が
調
査
し

て
、
関
係
機
関
へ
の
報
告
や
再

発
防
止
策
の
実
施
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
『
事
故

が
起
き
な
い
工
夫
』
と
『
起
き

た
後
の
対
応
』
の
両
方
を
定
め

て
い
る
の
で
す
」

　
「
つ
ま
り
、
こ
の
文
書
の
本

質
は
何
じ
ゃ
？
」

　
「『
個
人
情
報
を
守
る
た
め

に
、
人
・
組
織
・
技
術
の
三
方

向
か
ら
対
策
を
講
じ
る
運
用
ル

ー
ル
』
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
「
よ
し
、
３
行
で
ま
と
め
る

ぞ
。
１
・
個
人
情
報
を
漏
え
い
・

不
正
利
用
か
ら
守
る
た
め
の
規

程
。
２
・
責
任
者
や
社
員
教

育
に
よ
っ
て
組
織
的
な
管
理
を

行
う
。
３
・
Ｍ
Ｆ
Ａ
や
暗
号
化

な
ど
の
技
術
対
策
と
、
事
故
発

生
時
の
対
応
手
順
を
定
め
て
い

る
。　

こ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
」

「
そ
の
通
り
で
す
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

76

沖
縄
和
牛
「
霜
降
り
は
濃
く
、
後
味
は
軽
く
」

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
焼
肉
専
門
店
で
試
食
会

11 

を
記
録
し
た
。
個
体
識
別

番
号
や
枝
肉
格
付
証
明
書
も
提

示
さ
れ
、
生
産
地
や
品
種
、
格

付
け
ま
で
確
認
で
き
る
高
い
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
も
紹 

介

さ
れ
た
。

　

肉
に
は
き
め
細
か
な
霜
降
り

が
入
り
、
焼
く
と
脂
が
ゆ
っ
く

り
と
溶
け
出
す
。
口
に
含
む
と

柔
ら
か
な
肉
質
と
上
品
な
甘
み

が
広
が
る
一
方
、
脂
の
後
味
は

軽
く
、
赤
身
本
来
の
う
ま
味
も

し
っ
か
り
と
感
じ
ら
れ
た
。
会

場
で
は
沖
縄
の
工
芸
や
自
然
を
表

現
し
た
器
も
使
用
さ
れ
、
食
材
だ

け
で
な
く
、
島
の
文
化
や
生
産
背

れ
た
。

　

主
催
は
沖
縄
県
。
事
業
統

括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
のTHE 

CROSS

・
井
上
翔
輝
氏
と
、
事

業
推
進
責
任
者
の
沖
縄
Ｊ
Ｔ

Ｂ
・
池
田
善
宣
氏
が
事
業
全
体

の
企
画
・
運
営
を
担
い
、
沖
縄

米
国
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
協
会
の
知

花
真
斗
会
長
も
来
場
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
支
援
し
た
。

　

今
回
提
供
さ
れ
た
石
垣
牛

は
、
沖
縄
県
石
垣
島
の
温
暖
な

気
候
と
豊
か
な
自
然
の
中
で
育

て
ら
れ
た
希
少
な
黒
毛
和
牛
。

最
高
等
級
の
Ａ
５
に
格
付
け
さ

れ
、
脂
肪
交
雑
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ

景
も
一
体
と
し
て
伝
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ほ
ど

霜
降
り
が
豊
か
な
の
に
脂
が
く

ど
く
な
く
食
べ
や
す
い
」「
部

位
ご
と
に
香
り
や
甘 

み
、
柔

ら
か
さ
が
異
な
り
、
料
理
の
幅

が
広
が
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。
米
国
市
場
で
は
味
だ
け
で

な
く
、 

生
産
背
景
や
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
も
重
視
さ
れ
る
た

め
、
沖
縄
和
牛
の
強
み
が
評
価

さ
れ
そ
う
だ
。

　

井
上
氏
は
「
沖
縄
和
牛
を
単

な
る
高
級
食
材
で
は
な
く
、
沖

縄
の
自
然
や
文
化
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
を
体
現
す
る
ア
イ

ラ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
世
界

　

沖
縄
県
「
高
付
加
価
値
・
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
加
速
化
事
業
」

の
一
環
で
、
沖
縄
の
優
れ
た

県
産
品
を
世
界
へ
発 

信
す
る

「OKINAW
A ACROSS THE 

W
ORLD 2026

」
沖
縄
県
産

和
牛
試
食
会
が
7
月
17
日
に
マ

ン
ハ
ッ
タ 
ン
の
焼
肉
専
門
店

「TORAJI NYC AN

」
で
開
か

石
垣
牛
（
最
高
等
級
Ａ
５
）

へ
届
け
た
い
」
と

強
調
。
知
花
会
長

も
、
今
回
の
試
食

会
を
契
機
に
高
級

飲
食
店
な
ど
へ
の

販
路
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
と
の
期
待

感
を
示
し
た
。
沖

縄
和
牛
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場 

で

新
た
な
存
在
感
を

示
し
始
め
て
い

る
。 

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ (ABD: Ph.D.) 

。
著
書
・

新
潮
社
『
欧
米
企
業
に
学 

ぶ
・

SDGs 

転
換
戦
略:

サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
×
こ
れ
か
ら
の
企
業
価

値
』。『
パ
ー
パ
ス: 

何
の 

た

め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値
を
提

供
す
る
の
か
』

左から知花さん、池田さん、シェフのラミレスさん、井上さん

試
食
会

沖
縄
の
器

https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.swlgpc.com/jp/
https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
tel:9176780297
https://foodsafetybundle-horenso.talentlms.com/plus/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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Aqua 
34 Riverside Dr. Clinton, CT

金・土 12:00～ 21:00、日～木 12:00～ 22:30
https://aquaclinton.com/   ＊予約不可

　ＮＹの短い夏を楽しむのにおすすめなのがキ
ャンプ。観光客で混雑する街を離れて、豊かな
自然の中でのんびり時間を過ごす、これこそ贅
沢の極みと言えよう。　（1面に関連記事）
■ドミニオン・ハウス・ファーム＆トレイル
　ホワイトプレーンズから車で 1 時間、オレン
ジ郡ブルーミング・グローブにある 40 エーカー
の農場にあるキャンプ場で、農場は州と国の史
跡登録簿に記載されている。農場内の B ＆ B で
成功したオーナー夫婦が数年前にオープンした
キャンプ場は「Hipcamp」などのサイトで高評
価を得ている。農場内には歴史ある納屋や昔な
がらの手押しポンプ、古風な風車など、見どこ
ろがたくさんあり、のんびり草を喰む馬を見な
がら散策するのが楽しい。また、「シャワンガン
ク・ワイン・トレイル」の中間に位置し、半径
20 マイル以内には数多くのワイナリーやクラフ
トビール醸造所が点在しているほか、北東部屈
指のバードウォッチング・スポットである「バ
シャキル自然保護区」へも 5 マイルの距離。キ

ャンプ場は 4 つに区分けされていて、サイ
ト 1 は舗装された私道から容易にアクセス
できる平坦な石敷きの区画で、30 アンペア
の電源とピクニックテーブルが利用可能。
サイト 2、3、4 は野原エリアにあり（電源
等の設備なし）、各サイトにピクニックテ
ーブルと焚き火用リングが備わっている。
1 泊 35 ドルから。
https://www.hipcamp.com/en-US/land/
new-york-dominion-house-farm-and-trails-
nelhl8j8?searchSource=land-autocomplete
&amp;adults=1&amp;children=0
■レッド・フォックス・メドウ・キャンプ
サイト
　ホワイトプレーンズから車で約１時間
半、ニューパルツのストーン・マウンテン・
ファーム内にあるテント専用のキャンプ場
で、森に覆われた尾根と自転車と歩行者専

用のトレイル（Wallkill Valley Rail Trail）の間に
位置し、ハイカーやサイクリストにとって理想
的な拠点となっている。こぢんまりとしたプラ
イベートな空間を楽しめるよう、4 つのテントサ
イトしかない。水道、温水シャワー、トイレを
完備。5 つのファイヤーピットがあり、敷地内に
は焚き火用の薪も豊富に用意されている。近所
にはピザが美味しい「ローゼンデール・レイル・
トレイル・カフェ」や、古い鉄道の高架線路が
遊歩道に姿を変えた「ローゼンデール・トレッ
スル橋」が徒歩圏にある。遠距離ドライブをせ
ずに静かなキャンプ場で自然を満喫したい人に
おすすめ。ペットの同伴可。1 泊 35 ドルから。
www.hipcamp.com/en-US/land/new-york-red-
fox-meadow-campsite-
v1qhvzmj?adults=1&amp;children=0
■マウンテン・トップ＠ライト・ファーム
　前述のニューパルツのすぐ南の街、ガーディ
ナーにある1904年創業の農場内にあるキャンプ
サイトで、なだらかな丘に広がる果樹園やシャ
ワンガンク山脈の美しい景色を望む。敷地内で
は池や農場の風景を眺めながら、サイクリング
やハイキング、ジョギングなどが楽しめる。農
場として運営しているため、キャンプサイトの

ハドソンバレーの
キャンプ場で夏を満喫！

海
を
眺
め
な
が
ら
ロ
ブ
ス
タ
ー
を
食
す

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

高
速
道
路
Ｉ
ー
95
を
東
へ
約
２

時
間
、
海
沿
い
の
街
ク
リ
ン
ト

ン
は
活
気
あ
る
マ
リ
ー
ナ
と
美

し
い
海
岸
線
、
小
洒
落
た
家
々

な
ど
、
典
型
的
な
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
雰
囲
気
を
持
つ
、

と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
街
。

車
が
な
く
て
も
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス

で
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
駅
ま
で
行

は
「
ア
ク
ア
」
が
お
す
す
め
。

目
の
前
の
海
と
、
隣
の
桟
橋
を

眺
め
な
が
ら
食
べ
る
シ
ー
フ
ー

ド
は
格
別
だ
。
今
回
は
ロ
ブ
ス

タ
ー
ロ
ー
ル
（
36
ド
ル
）、
ロ

ブ
ス
タ
ー
の
コ
ブ
サ
ラ
ダ
（
37

ド
ル
）、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
（
32

ド
ル
）
を
オ
ー
ダ
ー
。
バ
タ
ー

で
和
え
た
大
き
め
の
ほ
ぐ
し
身

を
挟
ん
だ
ロ
ブ
ス
タ
ー
ロ
ー
ル

は
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
が
と
て
も
新

鮮
で
プ
リ
ッ
プ
リ
！
バ
タ
ー
は

く
ど
過
ぎ
ず
、
ち
ょ
う
ど
良
い

塩
梅
。
コ
ブ
サ
ラ
ダ
の
ロ
ブ
ス

タ
ー
は
味
付
け
し
て
い
な
い
の

で
、
素
材
そ
の
も
の
の
味
が
楽

し
め
る
。
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
エ
ビ

も
サ
イ
ズ
大
き
め
で
、
ブ
リ
ン

ブ
リ
ン
し
た
食
感
が
た
ま
ら
な

い
。
ホ
ー
ス
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
入

り
の
赤
い
ソ
ー
ス
と
タ
ル
タ
ル

ソ
ー
ス
の
２
種
類
が
添
え
ら
れ

て
い
る
の
も
嬉
し
い
。
車
で
行

っ
た
の
で
ビ
ー
ル
を
飲
め
な
か

っ
た
の
が
残
念
。
遠
足
が
て
ら

シ
ー
フ
ー
ド
を
堪
能
し
た
い
な

ら
、
是
非
ク
リ
ン
ト
ン
の
「
ア

ク
ア
」
へ
。

近くをトラクターが通り過ぎたり、果
樹園の手入れをするスタッフの姿を目
にすることもある。農場内にあるファ
ームストアでは、チーズ、採れたて野
菜と果物、地元産の肉類を販売してい
る。古い酪農用納屋を改装したビール
醸造所もあり、午後 3 時から 7 時まで
営業している。ファームストアで仕入
れた食材で BBQ しながら、作りたて
のビールを飲む、ワイルドでグルメな
キャンプを楽しもう。1泊54ドルから。
www.hipcamp.com/en-US/land/new-
york-the-mountain-top-wright-s-farm-
47rvh8yk?adults=1&amp;children=0
■ローカスト・グローブ・ウォーターフォール
　ホワイトプレーンズから車で 2 時間、キャッツ
キル山地にあるオーク・ヒルという小さな集落の
川沿いに位置するキャンプ場で、すぐそばにある
滝の音を BGM に眠ることができる。敷地内には
3 つのテントサイトがあり、そのうち 2 つは滝を
見下ろす小川沿いにある。テントには 2 人用クイ
ーンサイズベッドがあり、シーツと枕はあるが、
予備の毛布や暖かい服装を多めに持参すること。
テント前にはピクニックテーブル、屋外トイレ、
ファイヤーピットを整備。テント内では電気を利

用できるが、悪天候時には電力の供給が保証され
ない場合がある。長靴やハイキングブーツ必須。
私道は整備されているが、天候によっては四輪駆
動の車が必要。敷地内に点在するハンモックでく
つろいだり、滝のふもとの水遊びスポットで遊ん
だり、ハイキング派には車で数分の所にウィンダ
ム・マウンテンなどさまざまなトレイルがある。
テントを張る手間がいらない楽ちんキャンプ。1
泊 90 ドルから。＝写真上＝ www.hipcamp.com/
en-US/land/new-york-locust-grove-waterfall-
mxvhxy97?adults=1&amp;children=0

き
、
シ
ョ
ア
ラ
イ
ン
に
乗
り
換

え
れ
ば
電
車
で
の
ア
ク
セ
ス
も

可
能
な
の
で
、
シ
テ
ィ
在
住
の

人
に
も
お
す
す
め
し
た
い
夏
の

ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

こ
の
ク
リ
ン
ト
ン
の
海
岸
沿

い
に
シ
ー
フ
ー
ド
の
店
が
何
軒

か
並
ん
で
い
る
。
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
専
門
の
店
が
多
い
中
、
室
内

で
座
っ
て
食
事
を
し
た
い
人
に

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
https://aquaclinton.com/
https://www.hipcamp.com/en-US/land/new-york-dominion-house-farm-and-trails-nelhl8j8?searchSource=land-autocomplete&amp;adults=1&amp;children=0
www.hipcamp.com/en-US/land/new-york-red-fox-meadow-campsite-v1qhvzmj?adults=1&amp;children=0
www.hipcamp.com/en-US/land/new-york-the-mountain-top-wright-s-farm-47rvh8yk?adults=1&amp;children=0
www.hipcamp.com/en-US/land/new-york-locust-grove-waterfall-mxvhxy97?adults=1&amp;children=0
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
非
営
利
団
体
「
ジ
ャ
パ
ン
・

Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｆ
）」
が
８
月
20
日

（
木
）
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま

で
、
国
際
基
督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）
と
青
山
学
院
大
学
、
関
西

学
院
大
学
、
近
畿
大
学
の
卒
業

生
を
集
め
て
夏
の
交
流
会
を
開

催
す
る
。
未
来
を
見
据
え
、
人

類
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市

民
の
育
成
を
使
命
と
す
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
Ｆ
で
は
、
シ
リ
ア
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

難
民
学
生
へ
の
教
育
支
援
、
助

成
金
や
奨
学
金
の
支
給
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

シ
チ
ズ
ン
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）」
は
日
本
在
住
の
大

学
生
を
対
象
に
し
た
８
か
月
に

渡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
フ
ェ
ロ

ー
は
８
月
下
旬
に
約
２
週
間
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
問
題
に
対
峙
す
る

個
人
や
組
織
と
対
談
を
行
う
。

２
期
生
と
な
る
今
年
の
フ
ェ
ロ

ー
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
生
の
他
に
青
山
学

院
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
近

畿
大
学
の
学
生
も
参
加
。
同
イ

ベ
ン
ト
は
Ｇ
Ｃ
Ｆ
フ
ェ
ロ
ー
12

人
を
囲
ん
で
、
４
大
学
の
卒
業

生
を
集
め
た
交
流
会
と
な
る
。

会
場
はHaymaker Bar and 

Kitchen 

（
西
29
丁
目
２
５
２

番
地
）。
参
加
費
40
ド
ル
（
８

月
４
日
ま
で
の
早
割
と
30
歳

以
下
は
30
ド
ル
）。
申
し
込
み

は
８
月
11
日
ま
で
にhttps://

shorturl.at/l8RGq

か
ら
。
問

い
合
わ
せ
や
そ
の
他
の
支
払

い
方
法
希
望
者
は
Ｅ
メ
ー
ル

stokai@jicuf.org

（
東
海
さ
ん
）

ま
で
。

集まれ！
ICU、青学、近大、
関西学院大学の卒業生

　

今
回
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
今

や
世
界
中
で
使
わ
れ
、
種
々
の

研
究
で
我
々
の
心
の
安
定
や
気

分
・
不
安
症
状
の
軽
減
、
痛
み

の
緩
和
、
記
憶
力
・
集
中
力
の

ア
ッ
プ
、
ま
た
創
造
性
や
共
感

性
を
高
め
る
効
果
が
実
証
さ
れ

て
い
ま
す
。
比
較
的
複
雑
な
概

念
で
実
践
法
も
多
様
で
す
が
、

こ
こ
で
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
と
、
日

常
簡
単
に
で
き
る
方
法
を
２
つ

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
、

「
今
、
こ
こ
」
に
あ
る
経
験
に
、

評
価
や
判
断
を
加
え
る
こ
と
な

く
、
意
識
的
に
注
意
を
向
け
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
私
達

は
、
す
で
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
過
去
の
出
来
事
（
自
分
の
失

敗
や
他
者
と
の
問
題
な
ど
）
を

繰
り
返
し
考
え
、
落
ち
込
ん
だ

り
悩
ん
だ
り
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
い
は
ま
だ
起
こ
っ

て
も
い
な
い
こ
と
を
あ
れ
こ
れ

心
配
し
が
ち
で
、
か
な
り
の
時

間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
ま

す
。
更
に
「
ま
た
失
敗
し
た
、

私
は
ダ
メ
だ
」、「
今
の
言
い
方

意
地
悪
」
な
ど
と
自
分
自
身
や

他
者
に
マ
イ
ナ
ス
評
価
や
判
断

を
加
え
が
ち
で
す
。

　

我
々
の
思
考
と
感
情
は
密
接

に
関
係
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
と
イ
ラ

イ
ラ
や
不
安
な
ど
マ
イ
ナ
ス
気

分
が
起
こ
り
、
更
に
見
方
や
考

え
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
と
い

う
悪
循
環
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で

は
そ
の
よ
う
な
自
分
の
状
態
に

注
意
を
向
け
、
過
去
や
未
来
で

は
な
く
「
今
、
こ
こ
」
に
意
識

を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。
そ
し

て
今
現
在
目
の
前
に
あ
る
こ
と

を
フ
ル
に
経
験
す
る
の
で
す
。

　

例
と
し
て
「
食
べ
る
こ
と
」

を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

忙
し
い
日
常
で
は
ゆ
っ
く
り
味

わ
っ
た
り
せ
ず
急
い
で
食
事
を

か
け
こ
む
こ
と
も
多
い
で
す
。

そ
れ
と
は
逆
に
、
例
え
ば
「
ト

マ
ト
を
食
べ
る
」
こ
と
に
意
識

を
向
け
、
マ
イ
ン
ド
を
フ
ル
に

し
て
味
わ
う
と
ど
う
で
し
ょ

う
。
ま
ず
は
ト
マ
ト
の
外
観
に

注
意
を
向
け
ま
す
。「
鮮
や
か

な
赤
色
、
熟
し
て
る
、
美
味
し

そ
う
」
な
ど
目
で
観
察
し
た
こ

と
を
言
葉
に
し
て
み
て
下
さ

い
。
次
に
か
ぶ
り
つ
い
た
時
の

つ
る
り
と
し
た
感
触
に
も
気
づ

き
ま
し
ょ
う
。
口
に
入
れ
た
後

は
、
あ
ふ
れ
出
る
汁
の
甘
さ
と

酸
っ
ぱ
さ
の
混
ざ
り
具
合
、
柔

ら
か
い
身
と
皮
の
歯
応
え
の
違

い
な
ど
を
意
識
し
て
味
わ
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
「
今
、こ
こ
」

に
あ
る
「
ト
マ
ト
を
食
べ
る
」

と
い
う
こ
と
に
の
み
マ
イ
ン
ド

を
向
け
、
フ
ル
に
体
験
し
て
楽

し
み
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
以
外

に
も
、
お
風
呂
に
入
る
、
公
園

を
散
歩
す
る
な
ど
、
数
限
り
な

い
こ
と
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
今
、

こ
こ
」
に
意
識
を
向
け
る
こ
と

で
過
去
の
出
来
事
や
将
来
の
不

安
な
ど
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
す

み
、
心
落
ち
着
い
た
状
態
を
保

て
ま
す
。
ま
た
五
感
を
用
い
て

色
々
な
こ
と
を
フ
ル
に
体
験
し

楽
し
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
生

活
の
中
の
満
足
感
や
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
気
分
が
増
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
日
常
の
生
活
の
中

に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

も
う
一
つ
は
「
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
瞑
想
」
で
す
。
ま
ず
は

楽
な
姿
勢
で
座
り
、
全
身
の
力

を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま

す
。
軽
く
目
を
閉
じ
、
ゆ
っ
く

り
と
大
き
め
の
呼
吸
を
し
ま

す
（
下
腹
ま
で
空
気
が
届
く
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
）。
そ
し
て

自
分
の
呼
吸
に
意
識
を
向
け
観

察
し
ま
す
。「
あ
、
今
こ
れ
ぐ

ら
い
空
気
が
入
っ
て
る
、
今
出

て
る
」、「
お
腹
が
こ
れ
ぐ
ら
い

膨
ら
ん
だ
」
な
ど
と
意
識
し

て
、
自
分
の
呼
吸
と
そ
れ
に
伴

う
体
の
変
化
を
心
の
中
で
観

察
し
ま
す
。
そ
し
て
頭
の
中

が
、
何
も
考
え
な
い
か
ら
っ
ぽ

の
状
態
に
な
る
よ
う
意
識
し
て

下
さ
い
。
と
は
い
っ
て
も
何
ら

か
の
考
え
が
浮
か
ん
で
く
る
の

が
自
然
で
す
。「
明
日
も
会
議

だ
」、「
夕
飯
ど
う
し
よ
う
」
な

ど
と
何
か
考
え
が
よ
ぎ
っ
た

ら
、
ま
っ
青
な
空
に
浮
か
ぶ
白

い
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
雲

に
自
分
の
思
考
を
乗
せ
て
ゆ
っ

く
り
と
流
す
よ
う
意
識
し
ま
し

ょ
う
。「
あ
、
こ
ん
な
考
え
が

浮
か
ん
だ
」
と
観
察
し
、
そ
れ

を
考
え
始
め
る
の
で
は
な
く
、

雲
に
乗
せ
て
流
す
よ
う
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
状
態
で
、
ゆ

っ
く
り
呼
吸
し
な
が
ら
２
分
間

の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
瞑
想
を
続
け

て
下
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
心
と

体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
瞑
想

を
た
っ
た
２
分
で
も
習
慣
的
に

繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
心
身

の
健
康
度
が
促
進
さ
れ
る
効
果

が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
供
と
一
緒
に
行
う
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。You Tube

な
ど
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
瞑
想
を

ガ
イ
ド
す
る
音
声
や
動
画
が
多

く
出
て
い
ま
す
。
子
ど
も
用
の

動
画
も
あ
り
ま
す
。
好
ま
し
い

も
の
を
選
ん
で
是
非
お
試
し
下

さ
い
（
音
声
ガ
イ
ド
付
き
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
参
考
サ
イ
ト
＝

https://imacococare.net/
mindfulness_1/

）。
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オンライン補習校開校へ
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

補
習
校
通
え
な
い
子
供
対
象

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
Ｊ

Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
、
遠
隔
地
等
で
補
習

授
業
校
な
ど
に
通
え
な
い
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

補
習
校
「JOES Global Online 

Academy LEAD
（
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
）」

を
開
校
す
る
。
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
同
期
型
（
ラ
イ
ブ
）
と
非
同

期
型
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
の
授
業
等

に
加
え
、
保
護
者
向
け
の
セ
ミ
ナ

ー
や
特
別
講
義
も
提
供
。
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

や
大
学
、
世
界
の
有
識
者
、
教
育

関
係
者
と
つ
な
が
る
こ
と
で
最
先

端
の
「
学
び
」
の
提
供
を
目
指
す
。

授
業
はZoom

、Google Meet

、

Microsoft Teams 

な
ど
の
一
般

的
な
ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用

す
る
。　

　

実
際
の
授
業
は
時
差
の
関
係
も

あ
り
、
世
界
各
地
の
参
画
ス
ク
ー

ル
が
行
う
。
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
参
画
ス
ク
ー
ル
は
、
西
大
和

学
園
オ
ン
ラ
イ
ン
補
習
校
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）、
グ
ア
ム
国
際

日
本
人
学
校
（
グ
ア
ム
準
州
）、

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
日
本
語
補
習
校

（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
）、 

ブ
リ
ス
ベ

ン
国
際
日
本
語
学
校
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
）、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
（
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
）、
日
本
映
像
翻
訳

ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ａ
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
の
６
校
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
公
式
サ

イ
トhttps://www.joes.or.jp/

kojin/goal

を
参
照
す
る
。

世界中どこからでも
日本型教育を受講

 

解
説　

在
外
教
育
施
設
と
は

　

外
務
省
に
よ
る
と
、
在
外
教

育
施
設
は
、
主
に
現
地
の
日
本

人
会
な
ど
に
よ
り
設
置
・
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
憲
法

の
精
神
及
び
２
０
２
２
年
に
成

立
・
施
行
さ
れ
た
「
在
外
教
育

施
設
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
外

務
省
と
し
て
は
、
文
部
科
学
省

や
、
公
益
財
団
法
人
海
外
子
女

教
育
振
興
財
団
な
ど
関
係
機
関

と
協
力
し
つ
つ
支
援
を
行
っ
て

い
る
。（
1
）
日
本
人
学
校
＝

日
本
人
学
校
は
、
文
部
科
学
大

臣
か
ら
国
内
の
小
学
校
、
中
学

校
、
若
し
く
は
高
等
学
校
と
同

等
の
教
育
課
程
を
有
す
る
旨
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
日
本
人

学
校
中
学
部
卒
業
者
は
、
国
内

の
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
、

高
等
部
卒
業
者
は
、
国
内
の
大

学
の
入
学
資
格
を
そ
れ
ぞ
れ
有

す
る
。
教
育
課
程
は
、
原
則
的

に
国
内
の
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
教
科
書
も
国
内
で
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。（
2
）
補
習
授
業
校

＝
補
習
授
業
校
は
、
現
地
校
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク

ー
ル
な
ど
に
通
学
し
て
い
る
日

本
人
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

授
業
の
な
い
土
曜
日
、
日
曜
日

や
放
課
後
等
の
授
業
の
な
い
時

間
に
、
国
内
の
教
科
書
を
用
い

つ
つ
小
・
中
学
校
の
国
語
、
算

数
な
ど
一
部
の
教
科
に
つ
い
て

授
業
を
行
い
、「
在
外
教
育
施

設
に
対
す
る
支
援
に
係
る
指
定

等
に
関
す
る
規
程
」
の
第
1
条

に
規
定
す
る
各
号
の
基
準
に
適

合
し
、
外
務
大
臣
の
指
定
を
受

け
た
在
外
教
育
施
設
。（
3
）

私
立
在
外
教
育
施
設
＝　

私
立

在
外
教
育
施
設
は
、
国
内
の
学

校
法
人
等
が
母
体
と
な
り
海
外

に
設
置
し
た
、
全
日
制
教
育
施

設
で
あ
り
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
、
国
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、

若
し
く
は
高
等
学
校
と
同
等
の

課
程
を
有
す
る
旨
の
認
定
又
は

相
当
の
課
程
を
有
す
る
旨
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。
私
立
在
外

教
育
施
設
の
中
学
部
の
卒
業
者

は
国
内
の
高
等
学
校
の
入
学
資

格
を
、
高
等
部
卒
業
者
は
国
内

の
大
学
の
入
学
資
格
を
そ
れ
ぞ

れ
有
し
て
い
る
。

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ひ
よ
こ
ぐ
み
を
ス
タ
ー
ト
へ

　

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

は
、
来
年
度
よ
り
、
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
「Caregiver & Me 

ク

ラ
ス
（
ひ
よ
こ
ぐ
み
）」
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。
15
か
月
か
ら
2

歳
ま
で
の
子
供
と
保
護
者
を
対

象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
あ
お

ぞ
ら
プ
レ
ス
ク
ー
ル
の
雰
囲
気

を
、
あ
た
た
か
く
、
安
全
で
、

遊
び
を
大
切
に
し
た
環
境
の
中

で
、
安
心
し
て
体
験
で
き
る
。

　

子
供
は
、保
護
者
と
一
緒
に
、

Choice Time

（
自
由
遊
び
）、

Morning Circle

（
朝
の
会
）、

歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
体
を
動
か

す
活
動
、
感
覚
遊
び
、
工
作
な

ど
、
プ
レ
ス
ク
ー
ル
で
親
し
ま

れ
て
い
る
日
々
の
活
動
を
楽
し

め
る
。
ま
た
、
保
護
者
に
は
、

子
供
主
体
の
学
び
や
、
子
供
を

尊
重
す
る
関
わ
り
方
、
そ
し
て

子
供
の
気
持
ち
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
あ
お
ぞ
ら

の
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
も
用
意

す
る
。
ま
も
な
く
申
し
込
み
受

付
け
を
開
始
す
る
。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://jp.kennedyinternational.org/
https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
https://www.joes.or.jp/kojin/goal
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Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
に

よ
る
と
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

の
全
体
的
犯
罪
数
は
５
・
８
％

減
少
し
た
が
（
５
万
９
５
８
１

件
か
ら
５
万
５
１
５
７
件
）、

同
期
の
憎
悪
犯
罪
は
昨
年
同
期

の
２
９
９
件
か
ら
３
２
２
件
に

７
・
７
％
増
加
し
た
と
発
表
し

た
。
５
年
ほ
ど
前
の
コ
ロ
ナ
禍

は
ア
ジ
ア
系
へ
の
憎
悪
犯
罪
が

急
増
し
た
が
、
そ
の
後
ユ
ダ
ヤ

系
に
対
す
る
犯
罪
が
増
え
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｈ

Ｃ
Ｔ
Ｆ
）
は
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
や
偏
見
に
基
づ
く
事
件
の
疑

い
が
あ
る
件
を
捜
査
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
法
務
局
と
協
議
し
た
上
で
、

そ
の
事
件
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

法
上
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す

る
。
法
的
に
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

と
み
な
さ
れ
る
と
、「
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
」と
し
て
分
類
さ
れ
、

公
表
さ
れ
る
。

　

最
近
の
憎
悪
犯
罪
の
例
を
挙

げ
る
と
、
6
月
25
日
午
後
7
時

30
分
頃
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
プ
レ

イ
ス
と
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ア
ベ
ニ

ュ
ー
の
交
差
点
で
、
43
歳
の
男

性
被
害
者
が
身
元
不
明
の
2
人

組
に
近
づ
き
、LGBTQIA+

に

対
す
る
差
別
的
な
発
言
を
行

い
、
被
害
者
の
男
性
を
押
し
た

上
で
、
身
体
を
殴
打
し
た
り
蹴

っ
た
り
し
た
。
さ
ら
に
、
鈍
器

の
よ
う
な
も
の
で
被
害
者
の
頭

部
や
身
体
を
殴
打
し
た
後
、
徒

歩
で
現
場
か
ら
逃
走
し
た
。
さ

ら
に
7
月
16
日
午
後
6
時
頃
、

ノ
ー
ザ
ン
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
と

51
丁
目
付
近
を
走
行
中
の
バ
ス

車
内
で
、
19
歳
と
21
歳
の
女
性

被
害
者
に
対
し
、
身
元
不
明
の

人
物
が
接
近
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
を
見
せ
な
が
ら
脅
し
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
を
敵
視
す
る
よ
う
な

発
言
を
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の

人
物
は
現
場
か
ら
立
ち
去
り
、

行
方
は
不
明
と
な
っ
た
。

　

第
61
分
署
管
内
で
は
、
7
月

21
日
午
前
8
時
15
分
頃
に
は
、

キ
ン
グ
ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
オ

ー
シ
ャ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
交

差
点
で
、
身
元
不
明
の
人
物
が

64
歳
の
男
性
被
害
者
に
近
づ

き
、
被
害
者
を
突
き
飛
ば
し
て

地
面
に
倒
し
、
反
ユ
ダ
ヤ
的
な

発
言
を
行
っ
た
後
、
徒
歩
で
現

場
か
ら
逃
走
し
た
。
被
害
者
は

背
中
と
腰
に
負
傷
し
、
救
急
隊

に
よ
り
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
・
ミ
ッ

ド
ウ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
病

院
へ
搬
送
さ
れ
、
容
体
は
安
定

し
て
い
る
。
３
件
は
憎
悪
犯
罪

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
犯
罪
統
計
減
少
傾
向

今
年
１
月
以
降
の
憎
悪
犯
罪
は
増
加

　

東
京
は
と
に
か
く
暑
い
で

す
。
40
度
過
ぎ
る
気
温
で
す
。

な
に
せ
照
り
返
し
が
強
く
て
風

が
遮
ら
れ
る
せ
い
か
体
感
温
度

は
そ
れ
以
上
で
す
。
古
希
を
過

ぎ
る
と
身
体
に
は
応
え
ま
す
。

こ
こ
５
、６
年
は
毎
月
1
週
間

故
郷
の
九
州
唐
津
市
と
の
行
き

来
し
て
ま
す
が
日
本
全
国
が
急

激
に
温
暖
化
し
て
ま
す
ね
。
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
言
え
ば
福
岡
県

議
会
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
ね
。
何

れ
か
に
は
又
忘
れ
ら
れ
て
行
く

の
だ
ろ
う
け
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ニ
ュ

ー
ス
が
本
当
な
ら
地
方
の
議
員

の
税
金
を
使
う
お
金
の
問
題
や

助
成
金
へ
の
た
か
り
の
シ
ス
テ

ム
の
闇
は
深
い
で
す
ね
。
今
日

本
全
国
に
注
目
の
人
物
で
福
岡

県
政
界
の
ド
ン
と
言
わ
れ
る
県

議
会
議
長
の
蔵
内
勇
夫
さ
ん
、

Ｔ
Ｖ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
出
て

く
る
風
格
と
顔
つ
き
は
ま
さ
に

ド
ン
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い

で
す
。
海
外
視
察
の
名
目
で
の

豪
遊
し
た
仕
組
み
や
人
事
に
絡

む
金
銭
授
受
の
闇
が
連
日
の
ネ

ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
暴
露
さ
れ
て

ま
す
。
た
だ
ま
だ
警
察
が
捜
査

し
て
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で

真
偽
は
闇
の
中
で
す
ね
。
蔵
内

勇
夫
さ
ん
と
言
え
ば
思
い
出
し

た
の
は
私
は
同
学
年
の
同
じ
年

齢
で
し
た
。
そ
れ
こ
そ
40
数
年

前
に
蔵
内
勇
夫
さ
ん
は
義
理
父

で
衆
議
院
議
員
６
回
当
選
で
最

国
連
加
盟
70
周
年
を
祝
う 86

後
は
参
議
院
議
員
を
１
期
さ
れ

た
蔵
内
修
治
代
議
士
の
確
か
入

婿
で
獣
医
師
か
ら
蔵
内
修
治
代

議
士
の
地
元
秘
書
を
さ
れ
て
ま

し
た
ね
。
私
は
福
岡
糸
島
選
出

の
中
村
寅
太
衆
議
院
議
員
事
務

所
に
大
学
生
時
代
に
出
入
り
し

て
て
そ
の
後
に
選
挙
対
策
秘
書

と
し
て
後
継
者
の
井
原
忠
義
さ

ん
と
の
合
同
事
務
所
の
時
に
一

緒
に
机
を
並
べ
て
て
時
々
話
し

た
よ
う
な
覚
え
が
有
り
ま
す
。

誠
実
で
優
し
さ
の
有
る
人
だ
っ

た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
地
元
秘
書
で
一
族
の
名
門
蔵

内
家
の
勇
夫
さ
ん
と
中
村
寅
太

代
議
士
後
継
者
の
選
挙
対
策
秘

書
と
は
格
が
違
い
ま
し
た
ね
。

し
か
し
鮮
明
に
覚
え
て
ま
す
。

後
に
福
岡
知
事
選
の
亀
井
知
事

選
対
事
務
所
に
は
蔵
内
事
務
所

か
ら
の
選
対
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
ま
し
た
か
ら
人
生

は
ど
こ
で
交
差
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
ね
。
折
し
も
偶
然
に
福

岡
出
身
で
蔵
内
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
て
た
と
い
う
全
国
区
の

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
元
ナ
ン
バ
ー

２
が
私
に
逢
い
に
見
え
ま
し

た
。
た
だ
国
連
や
カ
ー
ネ
ギ
ー

の
話
で
す
か
ら
た
ま
た
ま
の
話

で
し
た
。
で
も
政
府
が
選
挙
に

全
面
的
に
税
金
で
賄
う
仕
組
み

が
出
来
て
か
ら
は
公
務
員
と
同

じ
く
ら
い
の
規
律
が
必
要
な
わ

け
で
す
。
昔
の
ま
ま
に
そ
の
お

金
の
集
金
、
集
票
シ
ス
テ
ム
が

現
代
に
温
存
さ
れ
て
た
事
自
体

が
驚
き
で
す
ね
。
地
方
の
政
界

や
企
業
家
の
世
界
も
構
造
改
革

が
必
要
で
す
。
現
代
は
よ
り
良

き
世
界
に
な
っ
た
と
思
っ
て
た

ら
ま
だ
ま
だ
地
方
の
政
界
業
界

の
闇
ル
ー
ル
は
変
わ
っ
て
ま
せ

ん
ね
。
世
の
中
が
ク
リ
ー
ン
に

構
造
改
革
し
て
い
く
事
を
願
わ

ざ
る
得
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
願
い

も
込
め
て
今
年
10
月
7
日
は
国

連
本
部
で
日
本
国
国
連
加
盟
70

周
年
記
念
行
事
を
60
周
年
に
引

き
続
き
私
の
Ｋ
Ｊ
の
団
体
で
民

間
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
主
催
し
ま

す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で

す
ね
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（14）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
夏
は
、
外

は
35
℃
（
95
℉
）
近
い
暑
さ
で

も
、オ
フ
ィ
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

地
下
鉄
で
は
18
〜
20
℃
（
64
〜

68
℉
）
ほ
ど
ま
で
冷
房
が
効
い

て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
急
激
な
温
度
差
を

１
日
に
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と

で
、
体
に
は
思
っ
て
い
る
以
上

の
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

冷
え
た
室
内
で
は
無
意
識
に

肩
を
す
く
め
た
り
、
筋
肉
が
緊

張
し
た
り
す
る
た
め
、
首
や
肩

の
こ
り
、
腰
痛
、
頭
痛
な
ど
の

原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冷
え
に
よ
っ
て
血

流
が
低
下
す
る
と
、
筋
肉
の
柔

軟
性
が
失
わ
れ
、
も
と
も
と
あ

っ
た
不
調
が
悪
化
す
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
暑
い
屋
外
と
冷
え

た
室
内
を
行
き
来
す
る
生
活

は
、
自
律
神
経
に
も
大
き
な
負

担
を
与
え
ま
す
。「
疲
れ
が
抜

け
な
い
」「
体
が
だ
る
い
」
と

感
じ
る
の
も
、
こ
う
し
た
環
境

の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
首
や
肩
の
痛
み
、「
エ
ア
コ
ン
の
せ
い
」

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

̶

夏
こ
そ
気
を
つ
け
た
い“

冷
え”

に
よ
る
体
の
不
調̶

　

夏
で
も
羽
織
れ
る
上
着
を
一

枚
用
意
し
た
り
、
軽
く
肩
や
首

を
動
か
し
て
血
流
を
促
し
た
り

す
る
だ
け
で
も
、
体
へ
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
痛
み
や
し
び
れ
、
違
和

感
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、「
夏

だ
か
ら
」「
冷
房
の
せ
い
」
と

自
己
判
断
せ
ず
、
医
療
機
関
や

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
体
の
状
態
を
正
し
く
知
る

こ
と
が
、
快
適
な
夏
を
過
ご
す

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
先
日
、
第
54

話
で
も
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、

現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
、
水
素
吸

入
に
関
す
る
臨
床
研
究
が
、
主

に
医
療
機
関
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
水
素

に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
さ
れ
る
方

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
全
米
各
地
か
ら

水
素
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
や
ご
来
店
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
特
に
印
象
的
な
の
は
、
皆

様
が
と
て
も
熱
心
に
勉
強
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。「
御
社
の

吸
入
機
は
、
１
分
間
に
ど
の
く

ら
い
の
水
素
量
を
生
成
し
て
い

ま
す
か
？
」「
水
素
濃
度
や
流

量
は
ど
の
よ
う
な
仕
様
で
す

か
？
」
な
ど
、
非
常
に
具
体
的

な
ご
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
も
現
在
、
ア
メ
リ
カ

の
科
学
者
の
方
の
も
と
で
、
水

素
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資

格
の
コ
ー
ス
を
受
講
し
始
め
ま

し
た
。
医
師
だ
け
で
な
く
、
研

究
者
や
科
学
者
の
方
々
と
も
繋

が
り
を
持
ち
な
が
ら
、
よ
り
多

角
的
に
水
素
に
つ
い
て
学
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
科
学
の
勉
強
、
し

か
も
英
語
で
の
専
門
用
語
が
中

心
と
な
る
た
め
、
思
っ
て
い
た

以
上
に
時
間
を
か
け
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
し

い
知
識
に
触
れ
る
た
び
に
、
水

素
研
究
が
日
々
進
化
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
医
師
や
他
の

専
門
職
と
同
様
に
、
数
年
ご
と

に
継
続
教
育
制
度
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
学
び
続
け
る

こ
と
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
常
に
知
識
を
更
新

し
て
い
く
こ
の
仕
組
み
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
お
客
様
の
立

場
に
立
つ
と
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

水
素
に
つ
い
て
も
、
最
近
の

臨
床
研
究
や
新
し
い
知
見
を
学

び
続
け
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

正
確
で
誠
実
な
情
報
を
皆
様
に

共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
研
究
は
ま
だ
発
展
の

途
中
に
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら

こ
そ
慎
重
に
、
そ
し
て
柔
軟
に

向
き
合
っ
て
い
く
姿
勢
が
大
切

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
水
素
が
皆
様

の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
無

理
な
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
選
択

肢
の
一
つ
と
な
れ
る
よ
う
、
学

び
を
深
め
な
が
ら
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

（
57
）
全
米
に
広
が
る
水
素
へ
の
関
心
と
、
学
び
続
け
る
こ
と

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。 確認済みの憎悪犯罪件数

（NYPD 調べ１月～７月）
　　　　　    2026.    2025.      ％
アジア系 10  12  -16.7%
黒人 23 24 -4.2%
ヒスパニック 9 12         80%
ユダヤ系 178 174 2.3%
イスラム教徒 21 14 50%
白人 ２ ５ -60%

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Accounting assistant 
(Part time)  
Service
$25-$30/hr. NJ (#17202)
------------------------------------
● Project Assistant 
Governmental Organization
$24.5-$24.5/h NY (#17187)

------------------------------------
● Property Management
Real estate 
$65K-$68K NY (#17173)
------------------------------------
● Treasury Dept. Manager
Financial 
$100K-$150K NY (#17151)
------------------------------------
● IT Business Analyst-
IT     
$70K-$90K NY (#17179)
------------------------------------
● Accounting Manager 
Manufacturing  
$100K-$110K NJ (#16056)
------------------------------------
● Recruiting consultant
HR  
$45K-$60K NY (#13230)
------------------------------------
● Admin Part-time   
Education
$19-$23/h NY (#16936)
------------------------------------

------------------------------------
● Sales Executive
Food trading
$50K-$60K NY (#17067) 
------------------------------------
● Admin Part-time
Governmental Organization
$22/h-$22/h NY (#17159)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

◆◆週刊 NY生活デジタル版◆◆
紙面まるごと掲載のデジタル版
・過去５年分以上のバックナン
バーを常時公開。
・広告をクリックすると広告主
のサイトへジャンプ。

・気になるページはＰＤＦをダ
ウンロードして保存できます。
とても便利なデジタル版、ぜひ
ご活用下さい！！
www.nyseikatsu.com

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。

＊締め切りは発行週の月曜日の午
後１時までです。

＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
New York Seikatsu Press, Inc.

71 West 47th Street., #1205
New York, NY 10036

Email: info@nyseikatsu.com
お問い合わせも上記まで

http://www.uemurachiropractic
http://www.uemurachiropractic
mailto:quickny@919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usanews.com
http://www.nyseikatsu.com
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

ぼ
く
は
、
社
会
科
い
動
教

室
で
ス
チ
ュ
ー
・
レ
オ
ナ
ル

ド
に
行
き
ま
し
た
。

　

お
店
に
は
、
き
か
い
が
あ

り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
物

が
売
っ
て
い
ま
し
た
。
ぬ
い

ぐ
る
み
も
お
い
て
あ
り
ま
し

た
。
高
い
所
で
は
お
も
ち
ゃ

の
電
車
も
走
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ボ
カ
ド
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
ギ

タ
ー
と
マ
イ
ク
を
持
っ
て
歌

っ
て
い
て
、
楽
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
お

客
さ
ん
を
大
よ
ろ
び
さ
せ
る

た
め
に
あ
る
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
写
真
を
と
る
こ

と
が
で
き
、
お
土
産
も
も
ら

い
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

見
学
を
し
て
、
お
店
の
方

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
「
H
a
p
p
y
」

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
）

　

現
代
の
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
欠
か
せ

な
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
や
日
本

の
中
高
生
に
と
っ
て
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
は
友
達
と
の
繋

が
り
、
学
び
、
自
己
表
現
の

手
段
と
し
て
、
日
常
生
活
に

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
必
要
性
と
使
い

方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
中
高
生
に
と
っ
て
不
可
欠

な
理
由
の
一
つ
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て

の
役
割
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
中
高
生
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
友
達
と
写

真
や
動
画
を
シ
ェ
ア
し
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
な
ど
、
日

常
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

もLINE
やInstagram

が
主

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
交
換
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
遠
く
に
住
む

友
達
と
も
簡
単
に
連
絡
を
取

る
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
り

ま
す
。

　

次
に
、
学
び
の
ツ
ー
ル

と
し
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

Google Classroom

や
学
習

ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
学
校

の
課
題
や
授
業
内
容
に
ア
ク

セ
ス
し
た
り
、YouTube

の

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し

て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
学

校
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
積
極
的
に
導
入
し
て
お
り
、

授
業
資
料
の
確
認
や
オ
ン
ラ

イ
ン
テ
ス
ト
が
一
般
的
で
す
。

日
本
で
も
、
英
語
や
数
学
の

問
題
集
ア
プ
リ
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
学
習
ア
プ
リ
が
広
ま

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

っ
た
学
び
の
環
境
が
進
化
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
自
己
表
現
の
手
段
と
し

て
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に

ア
メ
リ
カ
で
は
、TikTok

や

YouTube
を
利
用
し
て
自
分

の
考
え
や
感
情
、
才
能
を
表

現
す
る
人
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

でVlog

や
イ
ラ
ス
ト
、
写
真

を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
自
分

の
趣
味
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
他
者
と
共
有
し
、
自
己
表

現
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
若

者
た
ち
は
自
分
の
存
在
を
世

の
中
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
共
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
社
会

と
の
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る

「
今
の
子
供
達
に
と
っ
て
の

ス
マ
ホ
の
重
要
性
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
　
大
心

「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

工
夫
発
見
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
暖
人

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
非
常
に
重

要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
中
高

生
は
、
ゲ
ー
ム
や
映
画
、
ド

ラ
マ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で

もYouTube

やNetfl ix

で
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し
ん
だ

り
、
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
で
遊
ん

だ
り
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
移
動

中
や
待
ち
時
間
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
隙
間
時
間
を
有
効

活
用
で
き
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
い
方
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
S
N
S
で
の
過
剰

な
時
間
の
浪
費
や
誹
謗
中
傷
、

依
存
症
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

う
時
間
を
適
切
に
管
理
し
、

健
康
的
な
使
い
方
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

学
業
や
人
間
関
係
に
悪
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

結
論
と
し
て
、
現
代
の
中

高
生
に
と
っ
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
単
な
る
通
信
手
段

に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
な

繋
が
り
、
学
び
、
自
己
表
現
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
進
化
す
る
中
で
、
そ
の
使

い
方
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
よ
り
良
い
形
で
活
用

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
課
題

で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　  　
（
滞
米
２
年
）

　

わ
た
し
は
、
な
つ
休
み
に

日
本
で
た
い
け
ん
入
学
を
し

ま
し
た
。
わ
た
し
の
ク
ラ
ス

は
、
一
年
三
く
み
で
す
。
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
25
人
で
す
。

わ
た
し
は
は
じ
め
の
日
に
み

ん
な
と
と
も
だ
ち
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
の
小
学
校
で
は
、

ほ
し
ゅ
う
校
で
な
ら
っ
て
い

な
い
、
ず
工
や
音
が
く
な
ど

も
な
ら
い
ま
し
た
。

　

あ
さ
が
お
の
水
や
り
も
で

き
ま
し
た
。
き
ゅ
う
し
ょ
く

も
ま
い
日
た
べ
ま
し
た
。
七

夕
の
日
は
、
七
夕
メ
ニ
ュ
ー

も
で
ま
し
た
。
た
ん
ざ
く
の

か
た
ち
の
お
ふ
が
入
っ
た
七

夕
う
ど
ん
が
ぜ
ん
ぶ
の
メ
ニ

ュ
ー
で
一
ば
ん
す
き
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
学
校
と
一
ば

ん
ち
が
っ
た
こ
と
は
、
一
人

で
学
校
に
い
っ
て
、
か
え
っ

て
く
る
こ
と
で
す
。
は
じ
め

は
、
ふ
あ
ん
で
お
か
あ
さ
ん

に
つ
い
て
き
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
き
ゅ
う
に
、

ほ
か
の
子
を
見
て
、
一
人
で

い
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

み
じ
か
く
て
も
、
た
く
さ

ん
お
も
い
で
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□ 
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「
他
己
し
ょ
う
か
い
で
の
反
省
点
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
門
　
宗
真

　

じ
ゅ
業
で
他
己
紹
介
と
い

う
活
動
を
し
ま
し
た
。
反
省

し
て
い
る
点
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
受
け
答
え
に
対
す
る
考

え
が
あ
ま
か
っ
た
こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
質
問
を
し

た
と
き
、
予
想
と
ち
が
う
答

え
が
く
る
と
、
答
え
に
関
連

し
た
質
問
を
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

回
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
答
え

に
応
じ
て
、
そ
の
答
え
か
ら

つ
な
が
る
質
問
を
考
え
る
こ

と
に
し
た
い
で
す
。
質
問
の

内
容
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
の
こ
と
を
よ
く
知
れ

る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
相
手
が
言
っ

た
こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、

す
ば
や
く
メ
モ
を
取
れ
る
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
一
つ
聞
き
の

が
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
く
や
し
い
の
で
、
次
は
も

っ
と
気
を
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

他
己
し
ょ
う
か
い
で
は
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
ぼ
く

の
し
ょ
う
か
い
ス
ピ
ー
チ
を

聞
い
て
、
他
人
か
ら
自
分
が

ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
の
ス

ピ
ー
チ
が
相
手
に
と
っ
て
う

れ
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
反
省
点
を
次
に
生
か

し
、
よ
り
良
い
ス
ピ
ー
チ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
が
持
つ
ぼ
く
の
印
象
が
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
３
か
月
）

「
学
校
の
昼
食
は
給
食
が
良

い
か
、
お
弁
当
が
良
い
か
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
岡
　
隼
乙

　

学
校
の
昼
食
は
お
弁
当
よ
り

給
食
の
方
が
良
い
と
考
え
る
。

給
食
の
方
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

考
え
ら
れ
て
て
い
る
。
そ
れ
に

自
分
た
ち
は
朝
早
お
き
し
な
く

て
も
良
く
な
る
と
考
え
る
。

　

以
前
読
ん
だ
記
事
に
よ
る

と
、
実
際
に
給
食
を
く
ば
る

学
校
が
多
い
日
本
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
は
、
体
格
の
い

い
人
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
少

な
く
、
平
均
寿
命
も
ア
メ
リ

カ
よ
り
日
本
の
方
が
長
い
。

そ
の
理
由
は
、
毎
日
食
べ
る

ご
は
ん
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
か
ら
だ
。
そ
れ
に
給
食

が
あ
る
と
親
の
ス
ト
レ
ス
も

少
な
く
な
る
と
考
え
る
。
親

は
、
給
食
が
あ
る
だ
け
で
早

お
き
し
な
く
て
も
良
く
な
り
、

そ
の
お
か
げ
で
親
の
負
担
も

少
な
く
な
る
。

　

お
弁
当
の
方
が
好
き
な
物

が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
て
嬉

し
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
お
弁
当
の
方
が

好
き
な
物
が
い
っ
ぱ
い
入
っ

て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
親

に
負
担
が
か
か
る
上
、
好
き

な
物
ば
か
り
で
は
栄
養
バ
ラ

ン
ス
も
か
た
よ
り
が
ち
だ
。

ま
た
、
親
が
昼
食
を
作
っ
て

も
、
き
ゅ
う
り
ょ
う
は
な
い

が
、
給
食
を
作
る
人
た
ち
に

は
支
払
わ
れ
る
。

　

だ
か
ら
ぼ
く
は
親
に
ス
ト

レ
ス
が
か
か
ら
な
い
、
メ
リ

ッ
ト
だ
ら
け
の
給
食
の
方
が

お
弁
当
よ
り
も
良
い
と
思
う
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
４
か
月
）

「
た
い
け
ん
入
学
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
ば
し
　
え
み
り

https://newjerseyjapaneseschool.org/
https://artofhaiku.org/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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村
上
春
樹
さ
ん
の
新
作
が
7

月
に
発
売
さ
れ
た
。
前
作
以
来

３
年
ぶ
り
だ
。
長
く
続
く
出
版

不
況
の
中
、
早
く
も
30
万
部
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
し
た
そ

う
だ
。

　

ハ
ル
キ
ニ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
も
い
る
大
人

気
な
世
界
的
作
家
だ
。
そ
の
昔

は「
村
上
春
樹
を
読
ん
で
ま
す
」

は
格
好
良
か
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
は
逆
風
が
吹
い
て
い
る
の

も
事
実
だ
。
理
由
は
描
か
れ
る

女
性
の
扱
い
に
、
愛
情
も
敬
意

も
感
じ
ら
れ
な
い
。
女
性
と
し

て
、
不
快
な
気
持
ち
に
な
る
。

愛
す
る
対
象
で
は
な
く
性
的
な

儀
礼
と
し
て
女
性
を
見
て
い
る

感
じ
が
す
る
な
ど
で
村
上
春
樹

さ
ん
は
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
（
女
性
嫌

悪
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て

い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
上
野

千
鶴
子
さ
ん
や
、
対
談
で
こ
の

問
題
に
切
り
込
ん
だ
作
家
・
川

上
未
映
子
さ
ん
ら
の
指
摘
も
あ

っ
た
。
ま
た
一
部
で
は
「
こ
の

傾
向
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
遠

ざ
け
て
い
る
」
と
囁
か
れ
る
ほ

ど
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
新
潮
社
の
サ
イ

ト
に
は
署
名
付
き
で
「
絵
本
作

家
の
夏
帆
は
、
ご
く
ふ
つ
う
の

若
い
女
性
で
す
。
け
れ
ど
彼
女

の
周
辺
で
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま

な
奇
妙
な
出
来
事
が
起
こ
り
始

め
ま
す
。今
回
の
小
説
で
僕
は
、

そ
ん
な
彼
女
に
な
っ
て
書
き
ま

し
た
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
い

つ
も
男
性
主
人
公
な
の
に
一
体

ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
と
気
に
な
っ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
の
夏
帆
は
主
人
公

の
名
前
だ
。
夏
帆
と
い
え
ば
女

優
の
夏
帆
さ
ん
が
浮
か
ぶ
。
映

像
化
さ
れ
た
ら
彼
女
が
演
じ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、

冒
頭
は
こ
う
始
ま
る
。〈「
こ
れ

ま
で
い
ろ
ん
な
女
性
と
デ
ー
ト

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
き
た

が
」と
そ
の
男
は
言
っ
た
。「
正

直
い
っ
て
、
君
み
た
い
な
醜
い

相
手
は
初
め
て
だ
よ
」〉

　

い
き
な
り
醜
い
と
断
言
す
る

の
は
酷
い
で
は
な
い
か
。

　

夏
帆
は
26
歳
の
絵
本
作
家

で
、
男
と
の
出
会
い
を
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
し
た
の
は
夏
帆
の
担
当

の
編
集
者
だ
。
失
礼
極
ま
り
な

い
男
は
夏
帆
よ
り
10
歳
ぐ
ら
い

は
歳
上
で
ハ
ン
サ
ム
だ
っ
た
の

だ
。
醜
い
と
思
っ
て
い
て
も
普

通
言
わ
な
い
。
こ
の
衝
撃
的
な

発
言
の
導
入
部
で
一
気
に
物
語

に
引
き
込
ま
れ
る
。

　

第
３
章
か
ら
夏
帆
と
母
親
と

の
関
係
に
展
開
し
て
い
く
。
こ

の
章
で
私
は
ま
た
も
や
「
不
快

な
村
上
春
樹
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表

現
」
に
直
面
し
、
嫌
な
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
た
。
嫌
な
ら
読
ま

な
け
れ
ば
い
い
。
し
か
し
、
そ

う
簡
単
に
割
り
切
る
の
が
困
難

な
魅
力
が
村
上
ワ
ー
ル
ド
に
あ

る
の
だ
。
読
者
を
虜
に
す
る
創

造
と
展
開
が
あ
る
。
女
性
観
に

は
強
く
反
発
し
つ
つ
も
、
著
者

が
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
異
世
界
へ

の
世
界
へ
導
か
れ
る
こ
と
が
大

好
き
な
の
だ
。

　

醜
い
と
言
い
放
っ
た
男
性
と

夏
帆
が
恋
愛
に
発
展
し
て
い
く

と
い
う
恋
愛
小
説
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
う
は
な
ら
な

い
。
地
球
の
裏
側
、
ア
マ
ゾ
ン

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
「
秘
密
の

通
路
」
を
く
ぐ
り
抜
け
て
夏
帆

の
家
の
床
下
に
す
み
つ
い
た

「
あ
り
く
い
の
夫
婦
」
が
登
場

し
て
、
主
食
の
シ
ロ
ア
リ
の
密

輸
を
頼
ま
れ
た
り
、
夏
帆
の
現

実
と
不
思
議
な
世
界
が
交
錯
す

る
。
そ
の
展
開
に
ワ
ク
ワ
ク
さ

せ
ら
れ
る
。

　
「
決
し
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で

は
な
く
非
リ
ア
ル
と
リ
ア
ル
の

せ
め
ぎ
合
い
み
た
い
な
も
の
を

書
き
た
い
」
と
刊
行
前
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
村
上
氏
は
語
っ
て

い
た
が
、
ま
さ
に
夏
帆
は
リ
ア

ル
と
非
リ
ア
ル
の
世
界
を
交
錯

す
る
。
羨
ま
し
い
。

　

批
判
的
な
視
点
を
持
た
ざ
る

を
得
な
い
現
代
の
流
れ
で
こ
の

「
初
の
女
性
主
人
公
」
で
あ
る

夏
帆
が
ど
う
描
か
れ
て
い
く
の

か
、
ぜ
ひ
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
、

そ
の
世
界
に
入
っ
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
河
藍
）

 初の女性主人公
村上 春樹・著

 新潮社・刊

■カモナマイハウス（重松清、中公文庫）不動産会社で空
き家のメンテナンス業に携わる孝夫。両親の介護を終えた
妻・美沙は、介護ロスを乗り越えつつあった。しかし空き
家になっている美沙の実家が、空間リノベーターによって
遺体安置所に改装されようとしていることを知る。個性豊
かな面々が空き家を舞台に繰り広げる、泣き笑いの物語。
■多類婚姻譚（凪良ゆう、講談社）セクシュアリティやジェ
ンダー、世代間格差など多様な価値観が交錯する現代にお
いて、5組のカップルが「結婚」や「パートナーシップ」
というさまざまな愛のかたちを模索する物語。『流浪の月』
『汝、星のごとく』で2度の本屋大賞を受賞した著者が、
今そこにある愛のかたちを描く。■ A I で終わる人 A I で化
ける人（中平健太、ダイアモンド社）「真面目な人から終
わる」そして「自信のある人こそ詰む」と述べる株式会社
ガラパゴス代表取締役社長。AIで 1000社 3000人超の働
き方を変えた起業家が教える、ITの知識は関係ない、自分
を爆発的に進化させる考え方とは。AI時代を生き抜く20
の思考変革。■丘の上の洋食屋オリオン―雨上がりのごち
そう（沖田円、角川文庫）晴ヶ丘の住人なら誰もが〈洋食
屋オリオン〉にお気に入りの一皿がある。いつも変わらな
いこの味は、大切な記憶を蘇らせてくれる。新しい一歩を
踏み出す人々の姿を描く、全5話の温もりに満ちた物語。
■がんばれ、おめでとう、ありがとう（朝倉かすみ、幻冬舎文庫）私たちは
今日も誰かを熱烈応援中。大舞台で輝く彼らの夢は、私たちがいなくても叶
えられるが、私たちの夢は彼らなくしては叶わないから。「がんばれ」は時
に無責任だけど、それでも応援したい。エールを送る応援短編集。『わたし
たちはその赤ん坊を応援することにした』の改題。■そうだ、君を憎めばい
いんだ（桜庭一樹×斜線堂有紀、河出書房新社）2025年、夏休み最後の日。
夜明けの秋葉原を舞台に2つの愛と裏切りが交錯する「場外戦」（斜線堂有
紀）。中華屋の娘の水は、姉、幼なじみ、その彼女と楽しく日々を過ごすが、
ある日1人がビルの屋上から転落する「怪物のまま生きてゆく」（桜庭一樹）。
ふたりの著者が決めた「7つの条件」で書かれた8篇を収録。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

空
き
家
を
舞
台
に
し
た
泣
き
笑
い
の
物
語
。
今
そ
こ
に
あ
る
愛
の
か
た
ち
。
Ａ
Ｉ
時
代

を
生
き
抜
く
思
考
法
。
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
人
々
の
姿
を
描
く
。
エ
ー
ル
を
送
り
続

け
る
応
援
短
編
集
。
孤
独
と
愛
憎
に
翻
弄
さ
れ
る
少
女
た
ち
の
罪
と
罰
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
帝
国
を

侵
略
し
た
強
欲
な
ノ
ー
マ
ス
大

王
は
、
最
後
に
残
っ
た
心
優
し

い
「
小
さ
な
も
の
の
王
様
」
の

国
を
潰
そ
う
と
大
軍
を
送
り
込

み
ま
す
。
し
か
し
、
王
様
を
慕

う
世
界
中
の
「
小
さ
な
も
の
た

ち
」
が
一
斉
に
反
撃
を
開
始
。

銃
の
火
薬
を
水
滴
が
湿
ら
せ
、

鎧
を
サ
ビ
が
喰
い
荒
ら
し
、
衣

服
の
ボ
タ
ン
が
弾
け
飛
ん
で
兵

士
の
ズ
ボ
ン
が
ず
り
落
ち
ま

す
。
大
王
は
力
ず
く
で
王
様
を

捕
ら
え
ま
す
が
、
お
城
の
あ
ら

ゆ
る
ネ
ジ
や
鍵
が
ボ
イ
コ
ッ
ト

を
起
こ
し
て
大
混
乱
。
大
王
は

降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
つ
い

に
小
さ
な
も
の
の
王
様
は
平
和

を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
親
し
み
や

す
い
ボ
タ
ン
や
釘
が
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
る
展
開
が
魅
力
的
な
ス
ト

ー
リ
ー
。「
大
き
な
も
の
は
、

無
数
の
小
さ
な
も
の
が
支
え
合

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い

う
真
理
を
、
緻
密
で
コ
ミ
カ
ル

な
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｔ
・
ウ
ェ
ン

ゼ
ル
の
挿
し
絵
と
と
も
に
テ
ン

ポ
の
よ
い
文
章
で
描
か
れ
て
い

る
。
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
、
大

人
も
楽
し
め
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

寓
話
。　
　
　
　
　
　
（
高
田
）

ユ
ー
モ
ア
と
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
教
訓

 『The King of Little Things』
Written by Bil Lepp

Published by  Peachtree

https://usa.kinokuniya.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.seido.com


　

夏
本
番
を
迎
え
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

暑
さ
が
続
く
と
冷
た
い
も

の
に
惹
か
れ
ま
す
ね
。
今
回
は

精
油
の
中
で
も
最
も
ク
ー
ル

な
香
り
の
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ペ
パ
ー
と
ミ

ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
、
そ
の
名
の
如
く
ペ
パ

リ
ー
な
ヒ
リ
ヒ
リ
感
と
ミ
ン

ト
の
ク
ー
ル
感
を
合
わ
せ
持

っ
た
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
は
、
清
涼

感
の
あ
る
香
り
や
フ
レ
ー
バ

ー
に
加
え
、
皮
膚
の
冷
感
を
伴

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ

の
冷
感
は
精
油
成
分
中
30
〜

50
％
含
ま
れ
る
メ
ン
ト
ー
ル

と
い
う
成
分
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
は
熱
が
奪
わ
れ
て
冷

た
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
メ
ン
ト
ー
ル
に
よ
り
冷

感
を
感
じ
る
神
経
受
容
体
が

刺
激
さ
れ
、
そ
の
信
号
が
脳
に

送
ら
れ
て
起
こ
る
も
の
で
す
。

高
濃
度
や
敏
感
な
部
位
で
は

冷
感
だ
け
で
は
な
く
刺
激(

ヒ

リ
ヒ
リ
感)

も
伝
わ
り
ま
す
。

メ
ン
ト
ー
ル
は
水
分
に
よ
っ

て
皮
膚
に
馴
染
み
や
す
く
な

る
た
め
、
濡
れ
た
肌
や
入
浴
後

な
ど
は
セ
ン
サ
ー
が
よ
り
素

早
く
敏
感
に
刺
激
さ
れ
、
特
に

冷
感
を
強
く
感
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
口
や
鼻
の
中
な

ど
水
分
の
多
い
薄
い
粘
膜
で

は
少
量
で
も
非
常
に
強
く
ス

ー
ス
ー
感
を
感
じ
ま
す
。
メ
ン

ト
ー
ル
や
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
精

油
の
利
用
は
と
て
も
幅
広
く
、

食
品
、
飲
料
、
酒
類
は
も
ち
ろ

ん
、
湿
布
、
胃
腸
薬
、
鎮
痛
剤
、

塗
り
薬
、
口
腔
ケ
ア
、
タ
バ
コ
、

ヘ
ア
ケ
ア
、
ス
キ
ン
ケ
ア
な
ど

私
達
の
日
常
生

活
に
大
変
役
立

っ
て
い
ま
す
。

【
効
能
】
抗
炎

症
、
鎮
痛
、
鎮

痒
、
健
胃
、
抗

菌
作
用　
【
利

用
】
筋
肉
痛
、

頭
痛
、
虫
刺
さ
れ
、
虫
除
け
な

ど
、
植
物
油
や
ク
リ
ー
ム
に
少

量
を
薄
め
た
も
の
を
使
用
し

ま
す
。
ま
た
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
精

油
を
2
〜
3
滴
落
と
し
た
冷

水
で
湿
ら
せ
た
タ
オ
ル
を
身

体
に
あ
て
る
と
冷
ん
や
り
清

涼
感
が
楽
し
め
ま
す
。【
注
意
】

小
さ
な
お
子
様
や
高
血
圧
の

方
は
ご
使
用
を
お
控
え
く
だ

さ
い
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
し

て
い
る
。mariko@maliliko.

com www.maliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

115

冷
感
を
刺
激
す
る
香
り

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

　

今
年
も 

日
本
酒
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
紹
介
す
る
ワ
ー
ル

ド
・
サ
ケ
・
デ
ー
（W

orld 
Sake Day NYC

）
が 

9
月

に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
会
場
で

大
々
的
に
開
催
さ
れ
る
。
毎
年

３
０
０
人
か
ら
４
０
０
人
も
の

ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
酒
愛
好
家

で
賑
わ
い
、
日
本
酒
30
銘
柄
以

上
が
一
堂
に
集
ま
る
珍
し
い
機

会
だ
。

　

今
年
で
開
催
６
回
目
を
迎
え

る
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
酒
を

通
じ
て
日
本
文
化
の
魅
力
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
２
１
年
10
月
1

日
の
「
日
本
酒
の
日
」
に
ち

な
ん
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
バ

ー
「
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
」
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
古
矢
さ
ん
が
当
時
経
営

し
て
い
た
そ
の
バ
ー
で
扱
っ
て

い
た
加
藤
酒
ワ
ー
ク
ス
の
オ
ー

ナ
ー
で
杜
氏
の
加
藤
忍
さ
ん
か

ら
「
日
本
酒
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に

ア
メ
リ
カ
人
に
紹
介
で
き
る
よ

う
な
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
で
き
な

い
か
」
と
相
談
さ
れ
、
サ
ポ
ー

ト
ロ
ー
カ
ル
、
サ
ポ
ー
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
モ
ッ
ト
ー
で
経
営

し
て
い
た
古
矢
さ
ん
の
バ
ー
が

倉
庫
を
改
造
し
た
巨
大
な
場
所

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
酒
蔵
や

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の
協

力
を
取
り
付
け
、
実
現
で
き
た

の
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り

だ
。
そ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
は
、
酒
蔵
と
飲
食
店
、
デ
ィ

ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
を
対
象
に
し

たBtoB

の
イ
ベ
ン
ト
は
数
多

く
あ
っ
た
が
、
酒
蔵
が
一
般
の

日
本
酒
愛
好
家
な
ど
と
直
に
接

触
し
て
交
流
で
き
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
予
想
外
の
大
成
功
を
納

め
た
。

日
本
酒
の
作
り
手
の
思
い
を
米
国
に
伝
え
て

ワールド・サケ・デーNYC を
主催するイラストレーター

古矢 美花さん

　

２
年
後
に
会
場
を
移
転
し
た

そ
の
後
も
古
矢
さ
ん
が
引
き
続

き
「
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ケ
・
デ
ー

Ｎ
Ｙ
Ｃ
」
の
仕
掛
け
人
と
し
て

主
催
し
て
い
る
。
日
本
全
国
の

酒
蔵
や
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
試
飲
に
加
え
、
和
食

や
日
本
の
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト

な
ど
も
楽
し
め
る
文
化
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
毎
年
盛
況
な
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
し
た
。

　

飲
食
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業

界
で
の
活
動
も
、
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
培
っ
て
き

た
経
験
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

２
０
０
１
年
に
来
米
し
て
、
ア

ッ
プ
ス
テ
ー
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
大
学
で
２
年
間
を
過
ご
し
た

の
ち
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
工
科
大
学
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
学
科
を
２
０
０
６
年
に

卒
業
、ア
ー
ト
の
道
に
進
ん
だ
。

在
学
中
も
雑
誌
ヴ
ォ
ー
グ
な
ど

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ラ
ス
ト
で

活
躍
し
て
い
た
田
辺
ヒ
ロ
シ
氏

や
当
時
の
大
学
教
授
に
メ
ン
タ

ー
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
卒
業

後
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
し
、
現
在
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

も
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど

幅
広
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛

け
て
い
る
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
も
の
を
発
信
す
る
一
環
と
し

て
「
日
本
酒
の
作
り
手
の
思
い

を
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
に
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
を
作

る
」　

き
っ
か
け
に
繋
が
っ
た
。

「
私
は
日
本
酒
の
専
門
家
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
酒
蔵
や
ソ
ム
リ

エ
、
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、
多

く
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
の

役
割
は
、
そ
の
皆
さ
ん
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
と
出
会

い
、
日
本
酒
を
通
じ
て
そ
の
魅

力
、
文
化
を
伝
え
ら
れ
る
舞
台

を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
5
年
間
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
続
け
て
き
ま
し

た
。
続
け
る
こ
と
で
、
人
が
つ

な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育

っ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
。
日
本
酒

の
作
り
手
た
ち
を
「
ア
ー
ト
の

担
い
手
」
と
し
て
温
か
い
眼
差

し
で
見
守
る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

◆
イ
ベ
ン
ト
情
報
5
面
に
。

 絵・古舘みどり

（15）　　 ［NY生活ウーマン］ 2026年（令和 8年）8月 1日（土 )
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http://www.easeny.com/
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2026年（令和 8年）8月 1日（土） ［総　合］　　（16  ）

　

は
じ
め
ま
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
皆
様
。
す
み
代
で
す
。

　

美
容
・
健
康
分
野
で
の
長
年

の
経
験
を
も
と
に
、
裏
千
家
茶

道
・
煎
茶
道
な
ど
を
広
く
学
び
、

日
本
文
化
と
禅
の
精
神
を
現
代

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
融
合
さ

せ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
美
し
さ
は
外
見
だ
け
で
な
く
、

心
の
在
り
方
に
宿
る
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、茶
道
・
禅
・
ヨ
ガ
・

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
共
通
性

を
探
究
し
、
日
本
の
美
意
識
を

国
内
外
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ラ
ム
で
は
、
茶
道
、
着
物
、

和
モ
ダ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、季
節
の
し
つ
ら
え
、

食
と
五
感
を
大
切
に
す
る
暮
ら

し
、
美
容
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
な
ど
、
日
本
な
ら
で
は
の
美

意
識
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

夏
…
日
本
の
夏
は
暑
さ
が
厳

し
い
季
節
で
す
。
し
か
し
、
日

本
人
は
昔
か
ら
冷
房
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、「
涼
を
感
じ

る
工
夫
」
を
暮
ら
し
の
中
に
取

り
入
れ
て
き
ま
し
た
。
目
で
、

耳
で
、
香
り
で
、
肌
で
、
そ
し

て
味
わ
い
で
。
今
回
は
、
日
本

な
ら
で
は
の
「
涼
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

① 

五
感
で
涼
を
楽
し
む

「
心
が
涼
し
け
れ
ば
、
身
体
も

涼
し
く
な
る
」

　

日
本
人
は
昔
か
ら
五
感
を
使

っ
て
夏
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。「
視
覚
」
…
風
鈴
、
水
盤
、

青
も
み
じ
、
朝
顔　
「
聴
覚
」

…
風
鈴
の
音
、
風
に
揺
れ
る
竹

の
葉
、
せ
せ
ら
ぎ
、
蝉
の
声　

「
嗅
覚
」
…
白
檀
、檜
、薄
荷
（
ミ

ン
ト
）、
柚
子　
「
味
覚
」
…
冷

た
い
抹
茶
、
和
菓
子
、
西
瓜
、

そ
う
め
ん　
「
触
覚
」…
竹
、麻
、

い
草
、
団
扇
、
打
ち
水　

ど
れ

も
自
然
を
感
じ
さ
せ
、
心
を
穏

や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

暑
さ
を
「
我
慢
す
る
」
の
で

は
な
く
、
季
節
を
「
楽
し
む
」

の
が
暮
ら
し
の
知
恵
で
す
。
忙

し
い
毎
日
の
中
で
も
、
一
輪
の

花
を
飾
る
。
ガ
ラ
ス
の
器
に
料

理
を
盛
る
。
風
鈴
の
音
に
耳
を

澄
ま
せ
る
。
そ
ん
な
小
さ
な
工

夫
が
、
心
に
涼
を
届
け
て
く
れ

ま
す
。
日
本
に
は
、
四
季
を
慈

し
み
な
が
ら
暮
ら
す
文
化
が
あ

り
ま
す
。
今
年
の
夏
は
、
ぜ
ひ

Ｎ
Ｙ
で
も
五
感
を
使
っ
て「
涼
」

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

② 
浴
衣
に
学
ぶ
日
本
の
知
恵

「
着
物
で
涼
を
ま
と
う
」

　

浴
衣
は
綿
や
麻
な
ど
天
然
素

材
で
で
き
て
お
り
、風
を
通
し
、

汗
を
吸
い
、
肌
に
優
し
く
、
日

本
の
蒸
し
暑
い
気
候
に
合
わ
せ

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

帯
を
締
め
る
こ
と
で
背
筋
が
自

然
と
伸
び
、
袖
口
や
裾
か
ら
風

が
通
り
抜
け
る
た
め
、
実
は
と

て
も
機
能
的
な
衣
服
で
す
。
さ

ら
に
、
浴
衣
に
は
花
火
大
会
や

夏
祭
り
だ
け
で
は
な
く
、「
夏

を
楽
し
む
心
」
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
洋
服
で
は
味
わ
え
な

い
、
季
節
を
ま
と
う
豊
か
さ
が

あ
り
ま
す
。
海
外
で
も
簡
単
に

着
れ
る
の
が
浴
衣
の
良
い
と
こ

ろ
。
ぜ
ひ
気
軽
に
浴
衣
を
着
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

③ 

夏
の
食
卓
の
演
出

「
目
か
ら
涼
を
感
じ
る
」

　

日
本
の
美
意
識
に
は"

見
た

目
で
温
度
を
変
え
る"

と
い
う

考
え
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ガ
ラ
ス
の
器
・
青
磁
や
白
磁
の

器
・
竹
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
・
笹
の
葉
・
朝
顔
や
紫
陽
花
・

ガ
ラ
ス
の
花
器
な
ど
、
こ
れ
ら

を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
、
食
卓

は
一
気
に
涼
や
か
な
印
象
に
な

り
ま
す
。
食
卓
の
演
出
を
考
え

る
こ
と
は
、
料
理
を
美
し
く
飾

る
こ
と
で
は
な
く
、
季
節
を
迎

え
入
れ
る
空
間
づ
く
り
な
の
で

す
。

　
　
　
　
　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

す
み
代

　

SUM
IYO W

ELLNESS 
JAPAN

　

Founder

、
美
容
家
・

茶
道
家
。
岩
手
県
盛
岡
市
を
拠

点
に
国
内
外
で
活
動
。
エ
ス
テ

サ
ロ
ン
「
ホ
ロ
ニ
ッ
ク
ベ
ル
サ

ン
テ
」
を
主
宰
し
、
ペ
ッ
ト
エ

ス
テ
事
業
も
展
開
。
一
般
社
団

法
人
国
際
シ
ン
セ
リ
テ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト
協
会
理
事
、
基
礎
医
学

士
。
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
認
定
講
師
・
小

顔
／
美
顔
矯
正
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

日
本
痩
身
医
学
協
会
認
定
ダ
イ

エ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
全
米
ヨ

ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
認
定
Ｙ
Ｏ
Ｇ

Ａ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
一
般

財
団
法
人
民
族
衣
裳
文
化
普
及

協
会
認
定
講
師
。裏
千
家
茶
道
・

煎
茶
道
な
ど
を
広
く
学
び
、
日

本
文
化
を
通
し
て
、
心
・
身
体
・

暮
ら
し
を
整
え
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
発
信
中
。

五
感
で
味
わ
う
、
日
本
の
涼

夏

https://minglesoho-ny.com/
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nymitakai.com/
https://www.eventbrite.com/e/jicuf-summer-gathering-with-alumni-students-tickets-1991993971592



